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し
部
会
長
と
し
て
大
名
の
会
員
を
引
っ
張
っ
5
ま
す
．

　
　
　
つ
　
　
昭
和
五
十
ハ
年
の
設
立
以
釆
、
部
会
の
主
力
品
種
は
菊
。

．
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髪
監
ま
し
か
㎏
市
場
の
動
き
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
の
で
先

　
　
　
業
進
地
視
察
や
市
場
見
学
奮
く
ど
ん
な
花
が
売
れ
て
い

　
　
　
曲
辰
る
の
か
を
把
握
す
る
の
に
懸
命
で
す
。

　
　
　
．
　
　
今
は
三
十
代
か
ら
四
十
代
の
同
年
代
が
多
＜
、
百
億
の

　
　
両
ズ
会
の
イ
ベ
ン
な
ぐ
仕
事
を
離
れ
た
ま
登
つ
ら
の
面

　
　
　
一
で
の
活
躍
自
立
ち
奇
「
市
企
業
そ
し
て
嚢
が

　
　
　
リ
畢
b
か
の
形
夢
イ
ア
ッ
プ
し
て
行
動
し
奮
と
新
し
い

　
　
・
、
シ
制
の
が
生
ま
れ
て
こ
奮
の
で
は
奮
か
」
と
こ
れ
奮

　
　
薫
　
　
　
の
農
業
展
望
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

詳
　
．
毒

ラ
。

　
　
　
　
　
’
　
　
［

も
．
馳
讐
↓
黛
噸
－

　
’
珈
ン
曜
鴎

　
　
嶺
、

別
1
鷺
㌔

　
　
譜
雷
．
蜂
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ー醸

■
特
集
・
食
生
活
改
善
推
進
員

蘭
市
長
選
挙
並
び
に
市
議
会

議
員
補
欠
選
挙
の
投
票
日
で
す

■
9
月
1
2
日
士
躍
日
。
学
校
週
五
日

制
が
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
す

■
ま
な
び
ピ
ア
㏄
m
み
や
き

イ
ベ
ン
ト
紹
介

■
第
6
回
み
や
ぎ
蔵
王
高
原

マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
ご
声
援
く
だ
さ
い
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●

　
近
年
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
水
準
は
高
ま

り
、
食
生
活
も
大
変
豊
か
に
な
り
ま
し
た
。

今
や
「
人
生
ハ
十
年
代
」
と
言
わ
れ
、
日
本

が
世
界
一
の
長
寿
国
に
な
っ
た
こ
と
は
と
て

も
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

　
し
か
し
一
方
で
、
が
ん
、
心
臓
病
、
脳
卒

中
に
代
表
さ
れ
る
成
人
病
が
年
々
増
加
し
、

白
石
市
に
お
い
て
も
平
成
三
年
の
死
亡
者
三

百
七
十
五
名
中
、
約
七
割
が
一
二
大
成
人
病
で

占
め
ら
れ
て
い
る
状
況
で
す
。
（
グ
ラ
フ
記
載
）

　
成
人
病
が
増
え
て
い
る
背
景
に
は
、
運
動

不
足
や
ス
ト
レ
ス
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
栄

養
に
偏
り
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
私
た
ち
の
食
文
化
と
健

康
を
守
る
た
め
に
大
き
な
原
動
力
と
な
っ
て

い
る
「
白
石
市
食
生
活
改
善
推
進
員
会
」
に

ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
高
齢
化
社
会
に
向
け
た

食
生
活
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
き

っ
か
け
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

麟噸齪

散一
　ノ
　ド　ド　コ　 聖

　恥

縄
㍗
㌧

鞠
尋

ト
　
「

て南

又
」

灘　教1一マ皿
欝颪、悪

2

議一二

一¢L平成3年白石市の死因別死亡状況

．、、、．自殺卜＿響

融
κ
ヒ

巳・疾、感、

　21．6

　　　　　　自殺
不慮の事故　1，2

　　　　2．1

高血圧性　　　　その
　嘆患2．7　　　　13

　一衰3．7

　　肺炎　　　6．4

　　　　　　　脳血管
　　　　　　　　　疾患

　　　　　　　　　16，3

も
、

馬耀

臨三大成人病によ曝亡蟹

∩
D

9
］H5（1S．40

6171102117

114695066

81694731

脳血管疾患

悪性新生物
（が　ん）

心疾　患

37531531240（〕死亡人数
　
ユ
ロ
セ

◆
な
ぜ
食
生
活
改
善
な
の
か
？

　
日
本
は
、
周
囲
を
海
に
囲
ま
れ
た
南

北
に
細
長
い
国
土
を
も
ち
、
四
季
の
変

化
に
富
ん
で
い
ま
す
。
こ
う
し
た
風
土

の
な
か
で
、
二
千
年
の
歴
史
を
も
つ
米

を
は
じ
め
、
野
菜
や
水
産
物
な
ど
、
新

鮮
で
多
種
多
様
な
食
糧
が
わ
た
し
た
ち

の
生
活
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
環
境
の
な
か
で
、
わ
た

し
た
ち
は
、
四
季
折
々
の
農
林
水
産
物

の
持
ち
味
を
生
か
す
な
ど
、
日
本
固
有

の
食
文
化
を
形
成
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
わ
た
し
た
ち
の
食
生
活
は
、
基

本
的
に
は
主
食
で
あ
る
「
ご
は
ん
」
を

中
心
に
多
種
多
様
な
副
食
を
組
み
合
わ

せ
た
も
の
で
す
。

　
か
つ
て
日
本
の
食
生
活
は
、
ご
は
ん

な
ど
の
炭
水
化
物
が
多
く
、
畜
産
物
・

バ
タ
ー
な
ど
の
脂
肪
が
少
な
め
で
し
た
。

し
か
し
、
明
治
以
降
に
、
外
国
、
特
に

欧
米
の
食
文
化
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、

洋
風
化
と
い
う
形
で
徐
々
に
変
化
し
て

き
ま
し
た
。

　
現
在
の
わ
た
し
た
ち
の
食
生
活
は
、

伝
統
的
な
米
、
魚
、
野
菜
、
大
豆
を
素

材
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
肉
、
牛
乳
、

乳
製
品
、
油
脂
、
果
実
な
ど
が
豊
富
に

加
わ
っ
た
結
果
、
全
体
と
し
て
は
炭
水

化
物
が
い
く
ら
か
減
り
、
そ
の
分
脂
肪

が
増
え
、
平
均
的
に
は
ち
ょ
う
ど
栄
養

の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
も
の
に
な
っ
て

い
る
の
で
す
。
こ
れ
を
「
日
本
型
食
生

活
」
と
い
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
最
近
で
は
、
食
生
活
の
環

境
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、
理
想
と

さ
れ
る
「
日
本
型
食
生
活
」
に
も
変
化

が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
食
生
活
は
さ
ら
に
欧
米
型

に
近
づ
き
、
ご
は
ん
な
ど
の
炭
水
化
物

の
消
費
量
が
減
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一

方
で
、
畜
産
物
な
ど
の
脂
肪
の
摂
取
量

が
増
え
る
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
で
は
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
は
崩
れ
、

脂
肪
の
と
り
過
ぎ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
、
わ

た
し
た
ち
が
築
き
上
げ
て
き
た
優
れ
た

日
本
の
食
文
化
を
失
う
こ
と
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

　
欧
米
諸
国
で
み
ら
れ
る
よ
う
な
肥
満

問
題
、
成
人
病
問
題
が
日
本
で
も
年
々

深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
　
「
日
本
型
食
生

活
」
崩
壊
へ
の
危
機
を
意
味
し
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

生
活
様
式
の
多
様
化

　
食
生
活
の
洋
風
化
が
進
む
な
か
、
最

近
で
は
、
独
り
で
食
事
を
す
る
「
孤
立

化
」
も
進
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
食
生
活
の
環
境
が
変

化
し
て
い
く
な
か
で
、
日
本
の
食
文
化

を
守
り
、
わ
た
し
た
ち
が
望
ま
し
い
食

生
活
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ど

う
対
処
し
て
い
け
ば
い
，
い
の
で
し
ょ
う

か
。　

そ
れ
に
は
、
ま
ず
わ
た
し
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
食
生
活
に
関
心
を
も
ち
、
食
意

識
を
高
め
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
そ
し
て
、
自
ら
の
年
齢
や
生
活
様

式
に
合
わ
せ
て
、
適
正
な
食
生
活
を
組

み
立
て
実
行
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
し
か
し
、
単
独
世
帯
の
増
加
や
婦
人

の
社
会
進
出
な
ど
生
活
様
式
が
多
様
化

し
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
が
氾
濫
す
る

今
と
な
っ
て
は
、
日
本
の
食
文
化
を
継

承
し
て
い
く
こ
と
は
な
か
な
か
困
難
な

こ
と
で
す
。

　
そ
の
よ
う
な
現
状
だ
か
ら
こ
そ
、
「
白

石
市
食
生
活
改
善
推
進
員
会
」
の
よ
う

に
、
食
生
活
改
善
の
た
め
の
各
種
実
践

活
動
を
展
開
し
な
が
ら
、
正
し
い
食
習

慣
の
定
着
と
普
及
を
目
指
す
団
体
が
重

要
な
存
在
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　最近、骨がカスカスにな1）、変形

した臣）ちょっとしたことで骨折しや

すくなる病気、骨粗鞍症が増えてい

ます。

　身体を持ちこたえている骨は、し

っかりと圃くなければいけないので

すが、血液中のカルシウムが不足す

ると、それを補うために骨よりカル

シウムを取り出します。骨身を削っ

てでも、体の中のカルシウム不足を

補った結果が、カスカスの骨、骨粗

霧症であるようです。

　高齢化社会を迎えた今、骨の老化

現象ともいわれるこの病気は、骨折

～寝たきり～ボケにつながると恐れ

られています。驚いたことに、運よ

く骨は折れていないけれど、その可

能性の高い人が、日本では1千万人

もいるということで、高血圧やがん

の比ではありません。

　特に気をつけなければならないの

は女性です。男性に比べ骨量が少な

いうえに、閉経すると女性ホルモン

が急減し、急激に骨量が減ってしま

うため、骨粗髪症は圧倒的に女性の

方に多いのです。

　ある程度の脂肪の蓄積はカルシウ

ムの供給源ともなるので、やせたい

という願望によるダイエットは、骨

のためにはよくあ1）ません。日本人に

不足がちのカルシウムが、食事を減

らすことで更に不足することになる

のです。スリムが、骨量の不足～骨

折ということになりかねません。お

いしく食べて、多少太ろうとも、カ

ルシウムを十分にとうて死ぬまで動

ける方がよいのではないのでしょう

か？（ただし、脂肪の取i）過ぎには

気をつけて）
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婦
人
会
の
中
に
食
生
活
に

つ
い
て
学
習
す
る
グ
ル
ー

プ
が
で
き
る

白
石
市
食
生
活
改
善
推
進

員
会
が
誕
生
す
る

各
地
区
へ
栄
養
改
善
の
伝

達
普
及
活
動
を
行
う

「
も
っ
と
た
ん
白
質
を
と

ろ
う
」
と
い
う
活
動
目
標

の
も
と
に
地
区
ご
と
の
グ

ル
ー
プ
活
動
が
活
発
に
な

るか
ね
て
か
ら
要
望
し
て
い

た
栄
養
士
が
、
市
に
設
置

さ
れ
る

・
市
で
保
健
栄
養
教
室
を

開
催
し
、
食
生
活
改
善

推
進
員
の
養
成
を
は
か

る・
食
生
活
調
査
に
基
づ
き

日
常
食
の
欠
陥
是
正
に

努
め
る

・
各
地
区
ご
と
に
健
康
ま

つ
り
を
開
催

・
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
よ
る

各
地
区
ご
と
の
指
導
を

←次ぺ一ジヘ



◆
食
生
活
改
善
推
進
員
と
は
？

　
食
生
活
改
善
推
進
員
（
食
改
員
）
と

は
、
「
わ
た
し
た
ち
の
健
康
は
わ
た
し
た

ち
の
手
で
」
を
合
言
葉
に
、
国
民
の
健

康
を
願
っ
て
食
生
活
改
善
の
推
進
に
努

め
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
で
す
。

　
全
国
二
十
万
名
ほ
ど
の
会
員
は
、
わ

が
家
の
食
卓
を
通
し
家
族
の
健
康
管
理

す
る
こ
と
か
ら
出
発
し
、
近
隣
、
知
人

へ
と
次
第
に
食
生
活
改
善
の
輪
を
広
げ

て
い
ま
す
。

　
白
石
市
で
も
、
食
生
活
改
善
推
進
員

会
が
設
立
し
て
早
く
も
三
十
五
年
を
迎

え
、
数
々
の
実
績
を
あ
げ
な
が
ら
着
々

と
そ
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

白
石
市
に

　
食
改
員
誕
生

　
戦
後
、
食
糧
難
の
時
代
に
直
面
し
、

学
童
の
体
位
が
非
常
に
低
下
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
異
常
事
態
に
対
処
す
る
た

め
、
昭
和
二
十
八
年
に
“
よ
い
食
生
活

は
主
婦
の
手
で
進
め
て
い
こ
う
〃
と
い

う
太
宰
ふ
み
前
会
長
（
現
顧
問
）
の
声

が
け
に
よ
り
、
白
石
婦
人
会
の
中
に
食

生
活
に
つ
い
て
学
習
す
る
グ
ル
ー
プ
が

で
き
ま
し
た
。

当
時
は
、
七
輪
鍋
、
釜
、
材
料
を
持

参
し
て
各
地
区
に
出
向
き
、
家
庭
の
台

所
を
借
り
て
、
保
健
所
の
栄
養
士
の
指

導
を
受
け
る
と
い
う
よ
う
な
状
態
で
し

た
。　

こ
の
地
道
な
活
動
が
認
め
ら
れ
、
昭

和
三
十
二
年
に
保
健
所
長
か
ら
食
生
活

改
善
推
進
員
と
し
て
の
委
嘱
状
が
交
付

さ
れ
、
現
在
の
「
白
石
市
食
生
活
改
善

推
進
員
会
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
昭
和
四
十
五
年
に
は
市
役
所
に
待
望

の
栄
養
士
が
設
置
さ
れ
、
昭
和
四
十
七

年
に
食
生
活
改
善
推
進
員
の
養
成
を
行

う
た
め
に
保
健
栄
養
教
室
も
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
基
盤
も
し
っ

か
り
確
立
さ
れ
、
定
期
的
な
講
習
会
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
当
初
三
十

名
ほ
ど
で
あ
っ
た
会
員
が
、
現
在
で
は

百
六
十
七
名
を
数
え
る
ま
で
に
成
長
し

ま
し
た
。

み
な
み
き
い
ち

南
喜
一
賞
を
受
賞

昭
和
六
十
二
年
、
白
石
市
食
生
活
改

善
推
進
員
会
が
、
健
康
づ
く
り
、
食
生

活
、
栄
養
改
善
な
ど
に
尽
く
し
た
団
体

に
与
え
ら
れ
る
「
南
喜
一
賞
」
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
食
生
活
の
改
善
を
通
じ
て

健
康
づ
く
り
を
目
指
す
財
団
法
人
・
日

本
食
生
活
協
会
の
創
設
者
、
故
南
喜
一

元
副
会
長
の
遺
志
に
よ
っ
て
昭
和
三
十

年
に
創
設
さ
れ
た
栄
誉
あ
る
賞
で
す
。

市
の
栄
養
士
の
助
言
協
力
を
得
な
が

ら
、
保
健
所
、
各
地
区
公
民
館
、
農
業

改
良
普
及
所
、
農
協
な
ど
の
関
係
機
関

と
の
連
絡
を
密
に
、
地
域
の
健
康
づ
く

り
に
貢
献
し
効
果
を
上
げ
た
こ
と
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

讐

51

年

53

年
M
年

55

年

58

年

59

年

60

年

強
化
す
る

・
脳
卒
中
を
減
ら
す
た
め

に
減
塩
食
の
普
及
活
動

を
行
う

「
近
海
魚
を
食
べ
よ
、
つ
」

の
普
及
実
践
と
「
み
ど
り

野
菜
を
食
べ
る
運
動
」
を

展
開
。
各
家
庭
に
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
と
パ
セ
リ
の
種
を

配
布
す
る

広
報
し
ろ
い
し
に
「
わ
か

家
の
味
」
を
掲
載
し
、
伝

承
料
理
を
伝
え
る

・
婦
人
の
健
康
づ
く
り
事

業
に
協
力

・
年
ω
回
の
伝
達
講
習
会

を
各
地
区
で
実
施
す
る

・
白
石
市
長
賞
を
受
賞

・
母
と
子
の
料
理
教
室
を

開
催
す
る

小
原
地
区
百
世
帯
の
食
生

活
調
査
を
実
施
。
そ
の
結

果
か
ら
、
う
す
味
の
普
及

と
一
日
一
本
、
牛
乳
を
飲

む
こ
と
を
目
標
と
す
る

＝射
“
■
亙⑨

6，

農
業
祭
に
参
加
を
し
、
成

入
病
予
防
食
の
普
及
に
努

め
る

・
宮
城
県
知
事
賞
を
受
賞

　　　　灘　　　　　　　　　　　　健康こそ大事な宝物

　　　　　　　　　　　　　　　　　園から大学を卒業するまで無欠席で

凄｝ノ　繭、1　　した・国鉄職員であった夫も深夜勤
　　　　　　　　曾　　　　　　　　務など多忙な日々を乗り越え、37年間
白石市食生活改善推進貝会会長　　病気皆無で定年退職を迎えることが

　後藤さとさん（本郷第三）　できました．

　戦後の食糧事情がまだまだ悪かっ　　　　わたしが「食生活の会」に入会さ

た昭和24年に長男が生まれ、間もなく　　せぞいただいたおかげで、お金では

乳児脚気にかかってしまいました。　　　買うことのできないよき先輩、よき

医師に見てもらったところ「薬より　　友、そして健康という大きな宝物を

注射より、お母さんの作る料理が一　　収穫することができたことを毎日感

番大事ですよ」といわれ、自分の食　　謝しております。

に対する無学さをつくづく反省させ　　　わたしは、今後もこの大事な活動

られました。　　　　　　　　　　　　　を市御当局はじめ、諸先生方、先輩

　それがきっかけで「食生活の会」　　の方々のご指導を仰ぎながら、会員

（食生活改善推進員会の前身）に入　　　の皆さんと共に一致協力し、市民の

会させていただいたわけですが、お　　皆さんの健康づく1）のお役に立つよ

かげさまで4人の子どもたちは幼稚　　　うがんばってまい1）ます。

　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

わたしたちもがんばっています

●

醒響馳
白石市食生活改善推進員

鈴木敏子さん（大平）

藍軌．∵、・斡寡
捲・、「，・、ド「1概

白石市食生活改善推進員

遠藤なみ子さん（白

　　最近、出来合いの料理を買って食

　事を済ませる人が多く、なんともっ

　たいないことだと思います。自分で

　作ればもっと安く、しかもバランス

　のよい食事ができます。

　　特に若い方々に入会してもらい、

●食に対する知識を高めていただけれ

　ばと思います。

　不足しがちな緑黄色野菜を充分に

食するため、季節を通して無農薬野

菜を自給自足し、講習会で得た知識

を生かして、バランスのとれた食事

づく1）を心がけています。

　又、地域の特に高齢者の健康づく

1）に役立つよう、食改員の仲間と共

に活動しています。

辱

一，

6

　食改員の方がおやつを作るとこう

なります。

〈ひじきとさつま芋入り蒸しパン〉

　「エッ、ひじき！」乏思うのは大人

の感覚。ひじきは、カルシウム、鉄

分たっぷ1）の食品．食事で補いきれ

ない栄養をおやつから。

〈とうふドーナツ〉

　簡単で栄養満点。ホットケーキミ

ックスにきぬごしどうふを加えコロ

コロ丸めて揚げるだけ。チーズも入

っていてとてもおいしいよ。

〈フライド小魚〉

　牛乳でといだ小麦粉に青のり、か

つをぶし、小魚を入れてからっと揚

げたものです。カルシウムたっぷi）

で虫歯予防の面からもおすすめでき

るおやつです。

※これらのおやつは、7月11日に中

　央公民館で行われた健康まつりに

　試食として出されたものです。

肌
年

62

年
元平
年成

2
年

3
年

・
市
内
三
百
世
帯
の
み
そ

汁
塩
分
調
査
を
実
施

・
う
ー
め
ん
ま
つ
り
に
参

加
し
、
郷
土
料
理
の
普

及
を
行
う

・
県
民
健
康
調
査
に
協
力

・
健
康
ま
つ
り
に
協
力
、

参
加
し
、
手
作
り
お
や

つ
の
試
食
、
健
康
料
理

の
展
示
を
行
う

・
三
十
周
年
記
念
式
典
を

行
う

・
「
わ
が
家
の
味
」
を
編

集
、
発
行
す
る

・
南
喜
一
賞
を
受
賞

全
国
食
生
活
改
善
大
会
が

宮
城
県
で
行
わ
れ
、
郷
土

料
理
と
し
て
う
ー
め
ん
料

理
を
展
示
す
る

や
す
ら
ぎ
の
会
（
病
気
や

老
化
で
身
体
に
障
害
の
あ

る
人
た
ち
の
会
）
へ
の
協

力
・
県
民
健
康
調
査
に
協
力

・
後
藤
会
長
が
厚
生
大
臣

賞
を
受
賞
す
る



m
月
2
5
日
（
日
）
は

白
石
市
長
選
挙
並
び
に
白
石
市
議
会
議
員

補
欠
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

　
　
任
期
満
了
に
伴
う
、
白
石
市
長
選
挙
並
び
に
白
石
市
議
会
議
員
補
欠
噛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醐

　
選
挙
（
欠
員
｝
名
）
は
、
十
月
十
ハ
日
に
告
示
さ
れ
、
十
月
二
十
五
日
㎜
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；
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◎
今
回
の
選
挙
に
投
票
で
ぎ
る
人

　
次
の
要
件
に
よ
り
選
挙
人
名
簿
の
登

録
を
行
い
ま
す
。

〔
住
所
要
件
）
　
平
成
四
年
七
月
十
七

日
以
前
に
転
入
届
出
（
住
民
票
作
成
）

を
し
た
方
、
ま
た
、
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
て
も
投
票
日
当
日
白
石
市

に
住
所
が
な
い
と
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

〔
年
齢
要
件
）
　
昭
和
四
十
七
年
十
月

二
十
六
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
（
当
市

に
三
ヵ
月
以
上
住
所
を
有
す
る
方
）

　
な
お
、
十
月
一
日
以
降
の
市
内
の
住

所
異
動
者
は
従
前
の
投
票
所
で
投
票
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
入
場
券

　
郵
便
に
よ
り
お
届
け
し
ま
す
。

　
　
　
選
挙
は
明
る
く
正
し
い
選
挙
に
！

き
彗
§
釜
蓋
§
彗
き
§
き
多
a

一
枚
の
ハ
ガ
キ
に
二
名
連
記
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
切
り
離
し
て
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
入
場
券
を
な
く
し
た
り
、
し

ま
い
忘
れ
た
り
し
た
と
き
は
、
投
票
所

の
受
付
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

◎
投
票
時
間

　
投
票
時
間
は
、
午
前
七
時
か
ら
午
後

六
時
ま
で
で
す
が
、
次
の
投
票
区
は
時

間
を
繰
り
上
げ
ま
す
。

擁
蠣
熱
野
後
五
時
ま
で

小
原
第
一
投
票
唖

◎
不
在
者
投
票

　
投
票
は
、
投
票
所
で
当
日
投
票
す
る

の
が
原
則
で
す
が
、
不
在
者
投
票
の
制

度
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
事
由
と
し
て

ω
　
投
票
日
に
投
票
区
の
区
域
外
で
職

　
務
ま
た
は
業
務
に
従
事
す
る
場
合

⑭
　
止
む
を
得
な
い
用
務
ま
た
は
事
故

　
の
た
め
市
外
に
出
か
け
る
場
合

㈹
　
疾
病
、
負
傷
、
妊
娠
等
に
よ
り
、

　
投
票
日
当
日
歩
行
が
著
し
く
困
難
で

　
あ
る
と
予
想
さ
れ
る
場
合

の
事
由
に
限
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
次
の
期
間

内
に
入
場
券
と
印
鑑
を
持
っ
て
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

o
期
間

　
　
十
月
十
八
日
～
十
月
二
十
四
日

o
時
間

　
　
毎
日
午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
五

　
　
時

　
ノ

◎
開
　
　
票

　
投
票
日
当
日
午
後
七
時
三
十
分
か
ら

白
石
市
民
体
育
館
で
即
日
開
票
を
行
い

ま
す◎

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　
白
石
市
長
選
挙
並
び
に
白
石
市
議
会

補
欠
選
挙
の
立
候
補
予
定
者
説
明
会
は

九
月
二
十
八
日
㈲
、
午
後
一
時
三
十
分

か
ら
市
役
所
大
会
議
室
で
行
い
ま
す
。

◎
選
挙
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
　
　
問
い
合
わ
せ

　
白
石
市
健
康
セ
ン
タ
ー
内
、
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局

　
費
二
五
－
二
一
一
一

　
（
内
線
）
六
一
〇
・
六
一
一

9
月
9
日
は
『
救
急
の
日
』

火
事
と
救
急
は

　
　
　
　
　
　
　
一
一
九
番

　
消
防
署
の
救
急
車
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
「
急
病
」
や
「
不
慮
の
事
故
」
な

ど
で
急
い
で
病
医
院
で
治
療
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
利
用
で
き
る

よ
う
に
二
十
四
時
間
態
勢
で
待
機
し
て

い
ま
す
。

「
急
病
」
と
し
て
救
急
車
を
利
用
さ
れ

た
約
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
達
は
、
急

い
で
治
療
を
受
け
る
必
要
の
な
い
人
達

と
病
医
院
で
は
判
断
し
て
い
ま
す
。

　
救
急
車
は
、
尊
い
人
命
を
守
る
た
め

の
重
要
な
『
く
る
ま
』
で
す
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
に
利
用
で
き
る
よ

う
適
切
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
白
石
消
防
署
盈
二
五
－
二
二
五
九

醒
薄
．
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レ
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続
い
て
い
る
未
来
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私
た
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、

忘
れ
な
い
で
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よ
う
。
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5日制がいよいよ始まります。
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九
月
十
二
日
か
ら
、
毎
月
第
一
一
土
曜

日
を
休
業
日
と
す
る
学
校
週
五
日
制
か

始
ま
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
学
校
週
五
日
制
に
関
す

る
い
く
つ
か
の
疑
問
を
取
り
上
げ
、
検

討
し
て
み
ま
し
た
。

Q
l
　
な
ぜ
、
今
、
学
校
週
五
日
制
な

の
で
す
か
？

A
1
　
子
供
た
ち
が
社
会
の
変
化
に
対

応
し
て
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
る
能

力
を
養
う
た
め
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

社
会
の
果
た
す
教
育
の
在
り
方
を
見
直

す
必
要
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
が
社

会
全
体
の
二
ー
ズ
と
な
り
つ
つ
あ
る
今

日
に
あ
っ
て
、
世
代
を
超
え
て
、
子
供

と
大
人
が
共
に
学
習
活
動
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
機
会
を
提
供

す
る
の
が
学
校
週
五
日
制
で
す
。

Q
2
　
子
供
と
大
人
か
一
緒
に
な
っ
て

土
曜
日
に
で
き
る
こ
と
は
？

A
2
　
早
起
き
し
て
み
ん
な
で
ジ
ョ
ギ

ン
グ
、
サ
イ
タ
リ
ン
グ
。
お
父
さ
ん
か

ら
ゴ
ル
フ
の
レ
ッ
ス
ン
。
楽
器
を
持
ち

寄
っ
て
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
も
素
敵
。
特

別
の
も
の
で
な
く
と
も
、
み
ん
な
で
や

れ
ば
き
っ
と
楽
し
く
で
き
る
は
ず
。

　
こ
と
さ
ら
難
し
く
考
え
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
子
供
と
大
人
が
一
緒
に
や

れ
る
こ
と
、
身
の
回
り
に
た
く
さ
ん
あ

る
は
ず
で
す
。

Q
3
　
九
月
十
二
日
に
、
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
か
行
わ
れ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
？

A
3
　
学
校
週
五
日
制
実
施
の
た
め
、

国
や
県
・
市
な
ど
が
主
体
と
な
っ
て
「
9
・

12

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
ポ
ス
タ
ー
等
を
用
い
た
様
々
な
P
R

活
動
や
、
初
め
て
休
日
と
な
る
土
曜
日

に
様
々
な
行
事
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

（
少
年
自
然
の
家
・
青
年
の
家
主
催
事

業
等
）

Q
4
　
子
供
の
学
習
塾
通
い
や
非
行
が

増
え
る
の
で
は
？

A
4
　
国
や
県
な
ど
で
は
、
学
習
塾
関

係
者
等
に
対
し
て
、
学
校
週
五
日
制
の

趣
旨
の
理
解
を
求
め
る
よ
う
働
き
か
け

る
と
と
も
に
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
も
お
願
い
し
、
行
き
過
ぎ
た
学
習

塾
通
い
が
増
加
し
な
い
よ
う
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
家
庭
や
地
域
杜
会
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
子
供
の
健
全
育
成
の
体
制

づ
く
り
に
さ
ら
に
努
力
し
ま
す
。

（
学
校
週
五
日
制
を
考
え
る
「
み
や
ぎ

9
・
1
2
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
事
務
局
）

※
県
教
委
だ
よ
り
抜
粋

9月12日を、さま

ざまな形で子供と

大人が、ゆとりと

真の幸福について

考えるための活動

が行われる日にし

たいと思います。



全国生涯学習フエステイバル
期日：10月31日d⇒～11月4日ωO

塁

　　　「学べばそこは未知の国」をテーマに、「まなびピア’921nみやぎ」が、

　　わが白石市をはじめ県内3市町を会場として開催されます。お子さんからお年

　　寄りまで学習、文化、スポーツなどのさまざまな分野で生涯学習のあり方を考

　　えます。5日間は各会場で盛りだくさんのイベントが皆さんをお待ちしていま

　　す。どうぞこ家族おそろいでこ釆場ください。きっと心に残るできことに出会

　　えることでしょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●問い合わせ先
　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　市教育誇塁乱1　第23回市民文化祭
　▲　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（内線）409・410
薗薗　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■10／31（む～11／4㈱　　■白石市中央
　窟］鷹　　　　　　　　　　　　　　　　爲
　　　　　　●　　　　　　猛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公民館、白石市民会館ほか

生涯学習まちづくりサミット

■10／31（士）■白石市中央公民館

基調講演、実践交流会など

能楽堂で聴くヴェルサイユの

典雅な音楽の世界

■10／31（士）■碧水園

ルイ14，15世時代の調べを上演

192祭りW“d12Hour’sCncert

　　　　　〈Camp　ln　Charly〉

　　　　■10／31（士）　■山之小屋

　　　　チャーリー
　　　　和太鼓競演、懐かしのカ

　　　　ントリー9ウエスヲン、

　　　　ジャズバンドあれこれ

夢のログハウス手造り教室

■10／31仕）　■山之小屋チャーリー

2m四方のログハウス建ての見学・

参加

南蔵王

ふれあいフェスティバル

■10／31（士）～11／4体〉　■山之小屋チ

ヤーリー

親子ふれあいキャンプ、遊びのオリ

ンピック、ウォークラIJ一など

薬草露天風呂で湯ったリズム

■10／31（士）～11／4休〉　■バーベキュ

ーハウス竹鳳

　　　　　団

古典芸能発表、美術、書道展ほか

手づくり絵本で見る白石の伝承

文化及び童話作家亘理睦子と童

画家ましませつこ作品展

■10／31（士）～11／4水）　■白石市図書

館

～まほろば・童話の里～
「浜田広介記念館」移動会場

口10／31（士）～11／4（水）　■白石市図書

館

「泣いた赤鬼」などの著者で、日本

のアンデルセン・浜田広介の世界

スバッシュランドまつり

■10／31（士）～11／4（水）　■スパッシュ

　　　　　　　　　　　　　　　0

　　　　　　　　　　　99

　　　　　　　　　　　　　　　　　　いし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　スライド、ビデオなど分かりやすい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　題材で森の役割を解説
　　　ランドしろいし

ブールを利用した各種スポーツイベ

ントでリフレツシュ！

第3回宮城県太鼓まつり

■11／1（日）■白石市中央公民館

県内の伝統・創作太鼓団体がフル出

演。福島・山形からもゲスト出演

一俳句組曲「金婚」及び日本歌曲とドイツ

　ソートの独唱会一

国際的バス歌手斎求「白石」

を歌う

■11／1（日）■碧水園

白石市出身の俳人・鈴木綾園の作品

に作曲された5つの歌曲や日本歌曲、

ドイツソートを披露

太宰治の新釈諸国の噺「女賊」

■11／1（日）■碧水園

井原西鶴原作、太宰治新釈の「女賊」

を蘇らせた斬新な音楽

生涯学習としての消費者協会

■11／1（日）■白石蔵王パレスホテル

講演、パネルディスカッション

白石市家庭バレーボール

秋季大会

■11／1（日）■白石勤労者体育センタ

ー
、
家
庭 バレーで熱戦の火花！

斎川地区趣昧の作品展

■11／1（日）～11／3（火）　■斎川公民館

菊つくり教室の作品が見もの

能公演会 黒塚の白頭、殺生石 一

■11／2〔月）■碧水園

桧枝岐歌舞伎公演会

■11／3（火）■白石市中央公民館

地万歌舞伎で全国的に有名な桧枝眼

歌舞伎。宮城県でも珍し1、、公演

白石青っ葉市の会

■11／3（火）■白石市民会館

生きのいい野菜が盛りだくさん

消費者懇談会

■11／4（水）■舞鶴会館

　　　　・藷編．，．

　　　　画　　　　　　　　　　　　　　　　一イ

　　　　　　　　　　　　躍嚇、
　　　　　蹴　嗣園冨

生涯学習見本市・マナビィ広場

■10／31（士）～11／4（水）

■宮城野原公園総合運動場南側特設　　　■11／1旧）■気仙沼魚市場

会場　　　　　　　　　　　　　　　　第18回北海道東北ブロックボランテ

オープニングフォーラム　　　　　　　　ィア研究集会

■10／31（士）　■仙台サンプラザ　　　　■11／1（日）～11／3（火〉■大島

作家達の生態

～東北ゆかりの作家座談会～

■10／31（士）　■仙台サンブラザ

チャレンジ・ザ・バウンドテニス

■10／31（士）　■仙台市体育館

カラオケ生涯学習公開ゼミナール

■10／31（士）　■宮城県民会館

海と風と～ヨットに挑戦～

■10／31（士）・11／1（日）■気仙沼湾

第5回「大島緑の真珠杯」親善ゲー

トボール大会

■10／31（士）・11／1（日）■大島みどりの

ふれあ1．、広場

気仙沼市民文化講演会

■11／1〔日〉■気仙沼南民会館

第9回気仙沼・本吉地方産業まつり

　　　　　国

シルバールネッサンスみやぎ

■11／4休）■白石蔵王パレスホテル

講演、パネルディスカッション、作

品展示など

白石市音楽フェスティバル

ロ11／4（水〉■白石市中央公民館

小・中・高校生らによる演奏会、オ

ペラ上演など

　　　　G　Q
ξ鰍鵬・・’

アウトドアフェスティバルin蔵王

■10／31（士）・11／1（日）■蔵王パートラ

ンドほか

女性のための天体観望会

■10／31（：D・11／1（日）■蔵王少年自然

の家ほか

’92JA蔵王町こけしまつり

■11／1〔日）～11／3（火）■みやぎ蔵王こ

けし館

平成4年度宮城県国際交流活動

「ふるさとが世界と握手」

■11／2（目）・11／3（火）　■蔵王町立円田

中ほか

「生ぎ方」研究講座

■11／3（火）■宮城蔵王ロイヤルホテ

ル



　石じまん　た刈賞最表第　岩・テ日りれ　の十
佐市やでな祝。田し高彰三さのユ｛は切て材入五ス

鯵
臨
搬
禦
「

ま
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
三

の
工
人
が
最
高
賞
を
受
賞
致
し
ま
し

藤
辰
雄
工
人
、
新
山
左
京
工
人
、
今

パ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
ド
が
大
忙
し
で
あ

日
の
土
曜
日
に
は
、
オ
ー
プ
ン
以

場
者
を
記
録
し
た
。

木
岩
公
園
も
、
連
日
人
で
溢

い
る
。
地
元
の
人
達
も
大
張

り
で
、
八
月
の
十
四
～
十
六

「
材
木
岩
夏
の
夜
の
フ
ェ
ス

ハ
ル
」
と
銘
打
ち
、
東
北
電
力

ア
テ
ッ
タ
の
ご
厚
意
で
材
木

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
実
現
し
た
。

て
、
八
月
二
日
、
鳴
子
町
の

十
八
回
全
国
こ
け
し
祭
り
の

式
に
参
列
し
た
。
偶
然
に
も

賞
の
文
部
大
臣
奨
励
賞
を
受

た
の
は
、
白
石
市
在
住
の
遠

系
工
人
、
六
郷
満
氏
で
あ
っ

回
は
白

た
。回

の
六

高
橋
宣
直
工
人
の
よ
う
に
、
重

十
代
の
鳴
子
系
・
津
軽
系
の
工

る
。
つ
ま
り
、
確
実
に
後
継
者

■弥治郎こけし村構想■

る
。
八
月

来
五
万
人

れ
ば
、
四
打
数
三

ー
ム
ラ
ン
と
い
う

ジ
ン
ク
ス
を
信
じ

れ
ば
、
以
後
、
白

石
の
工
人
は
私
に

足
を
向
け
て
寝
る

こ
と
は
で
き
な
い

で
し
ょ
う
。
今
度

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
タ

の
野
球
に
私
を
ス

カ
ウ
ト
し
て
い
れ

ば
、
よ
も
や
台
湾

に
負
け
る
よ
う
な

こ
と
は
な
か
っ
た

で
し
ょ
う
に
」
そ

し
て
、
「
素
晴
ら
し

い
の
は
、
建
設
大

臣
賞
を
受
賞
し
た

笹
森
淳
一
工
人
、

青
森
県
知
事
賞
の

賞
を
二
十
代
・
三

人
が
受
賞
し
て
い

が
育
っ
て
い
る
と

郷
満
工
人
で
す
。
野
球
に
例
え
れ

安
打
で
三
本
の
安
打
が
全
て
ホ
ー

素
晴
ら
し
い
実
績
で
す
。
こ
の
ジ

轍鉱 ’露㌦　　　　6

　▲弥治郎こけし村建設予定地

い
う
こ
と
で
す
」

　
ど
の
よ
う
な
産
業
で
あ
ろ
う
と
、
若
い
血
が
注

入
さ
れ
な
け
れ
ば
明
日
は
あ
り
得
な
い
。
ま
し
て

地
場
産
業
に
と
っ
て
、
後
継
者
を
育
て
ら
れ
る
か

ど
う
か
が
発
展
の
鍵
を
握
る
こ
と
に
な
る
。

　
ホ
ワ
イ
ト
プ
ラ
ン
の
柱
で
あ
る
ハ
イ
ラ
ン
ド
計

画
の
核
と
し
て
、
ま
た
、
後
継
者
育
成
の
場
と
し

て
考
え
出
さ
れ
た
の
が
、
　
「
弥
治
郎
こ
け
し
村
構

想
」
で
あ
る
。
現
在
、
そ
の
ス
ケ
ッ
チ
が
描
か
れ

つ
つ
あ
る
。

　
広
場
の
中
に
弥
治
郎
の
豊
富
な
水
を
取
り
入
れ

て
せ
せ
ら
ぎ
を
作
り
、
そ
れ
が
滝
と
な
っ
て
池
に

注
ぎ
込
む
。
そ
の
滝
の
上
に
、
こ
け
し
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
独
特
の
デ
ザ
イ
ン
の
こ
け
し
館
を
作
る
。

こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
け
し
の
展
示
場
、
絵
付
け

の
場
所
、
食
堂
を
兼
ね
る
。
周
辺
に
は
、
こ
け
し

の
材
料
と
な
る
木
を
主
と
し
た
植
栽
を
行
い
、
散

策
道
に
五
つ
六
つ
の
こ
け
し
工
房
を
点
在
さ
せ
、

若
い
工
人
が
こ
け
し
作
り
に
励
む
。
村
内
の
遊
び

広
場
、
池
、
滝
、
道
を
一
体
的
・
連
続
的
に
計
画

し
、
こ
け
し
作
り
の
全
工
程
を
見
学
で
き
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
遊
び
な
が
ら
様
々
な
体
験
が
で
き

る
こ
と
を
配
慮
す
る
。
同
時
に
、
山
菜
等
の
直
売

所
を
設
け
、
訪
れ
る
人
に
山
の
幸
と
豊
か
な
入
情

に
も
触
れ
て
頂
く
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

　
幸
い
に
、
県
の
方
か
ら
耳
寄
り
な
話
を
頂
い
て

い
る
。
そ
れ
は
「
林
業
山
村
活
性
化
林
業
構
造
改

善
事
業
」
に
、
こ
の
こ
け
し
村
構
想
が
乗
る
の
で

は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
小
原
温
泉
に
ス
パ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
ド
、
鎌
先
温
泉

に
弥
治
郎
こ
け
し
村
、
｝
日
も
早
く
実
現
し
た
い

も
の
で
あ
る
。

みなさんからの素敵な

情報を待ってます

今年も来ました熱い夏

k

・、

び
、

白石の夏の風物詩である「白石音

頭パレード」が8月1日、市内の繁

華街で行われました。

今回参加したのは20団体、1700名。

それぞれ趣向を凝らした仮装行列や

踊1）を披露し、市内にパッと花が咲

いたようでした。

なお、パレードで優勝したのは次

のとお1）です。

大人の部　セコム工業㈱（5連覇〉

子供の部　緑が丘子供会（6連覇）

書葉にも表肩があります

　　　　　　、
＆

7月29日、N　T　T白石営業所で市

内で働く女性8名が参加し、電話応

対コンクール白石地区大会が行われ

ました。

参加した方々は、それぞれの職場

の代表とあって模擬応答を難なくこ

なし、だれが優勝してもおかしくな

いほど。矢崎卓大会会長も「顔の見

えない応対のために言葉のはしはし

が審査の対象となったわけですが、

みんなの差はほんのわずかでした」

と講評しました。

1位は去年県大会で2位となった

高野清美さん（白石蔵王パレスホテ

ル）、2位は門脇美恵子さん（セコ

ム工業）。このお二入は9月4日の

県大会に出場します。

まちかど・ズーム，A，ノ

姉妹都市「登別市」からチビッコ使節が白石を訪問

　　　　少年サッカーチーム、ふるさと豆記者

㌧
醤

甲
　
　
r
！

　
ひ
ぞ
リ
ト

、
躍
騨
．
麟

　　1y”彌　　　　　　F
　　善一　r　　　　　漏
圃－無、、で覇灘

　　　磯惑漁蔵

　　1謙繰　．；極欄

昭和58年から姉妹都市を結んでい

る北海道登別市から少年サッカーチ

ームとふるさと豆記者ら一行が8月

10日白石市を訪れ、親善試合や学校

訪問などで小学生同士の交流を深め

合いました。

訪れたのは登別市内の小学生で構

成するスポーツ交流団40名、ふるさ

と豆記者訪問団14名の総勢54名．歓

迎昼食会ではスポーツ交流団長の中

村義勝さんが「ほとんどが初めての

訪問。姉妹のきずなを一層強くして

帰っていきたい」とあいさつ。また

ふるさと豆記者の三上晃弘くんは、

「とても暑いのにびっくりした。白石

のことを学んでみんなに伝えたい」

と抱負を語りました。

一行はさっそく弥治郎こけし工人

宅を訪問。工人のあざやかな手さば

きを写真に収めたり、絵付けに挑戦

しました。また白石和紙工房や第一、

第二小学校の様子を見学し、地元児

童の歓迎を受けていました。

翌11日は白石高校第ニグランドで

親善サッカー大会に参加し、ホームス

ティ先の家族らの声援を受けながら

熱いプレーが展開されました。試合

の結果は登別市の圧勝に終わ1）、ス

パッシュランドで汗を流して交流の

最後を締めくく1）ました。

夏の夜に浮かび上がる絶景

国の天然記念物「材木岩」をライ

トアップで楽しもうというイベント

が8月14日から16日まで開かれ、大

勢の人でにぎわいました。

「材木岩夏の夜のフェスティバル」

と銘打ったこのイベントは、地元の

青年グループ「小原の活性化を考え

る会」　（半沢伸介会長）が、東北電

力白石営業所、ユアテッタの協力を

得て今年初めて企画したものです。

午後7時、千ワットの4基の照明

が点灯されると、高さ65メートルの

材木岩の絶景がくっきり。涼を求め

て集まった観客のあいだから思わず

歓声が上がっていました。

友情かまた深まる

友好都市を結んでいる神奈川県海

老名市との少年野球親善交流試合が

8月1日、海老名市のコカコーラ総

合グランドで行われました。

両市の少年野球チームから選抜選

手各20名が参加。それぞれ2チーム

を編成して2試合を行い、第一試合

が7－5で白石、第2試合は7－4

で海老名が勝ち、仲良く引き分ける

結果となりました。

また、白石の子どもたちは海老名

市の各家庭にホームスティし、趣向

を凝らしたもてなしに満足した様子

でした。

入場者が5万人を突破／

小原温泉に5月末にオープンした

スパッシュランドの入場者が、8月

15日に5万人を突破しました。5万

人目になった方は、柴田町船岡西二

丁目の高橋笑子さん（36）。白石が実

家で、栃木県からお盆休みで里帰り

した親戚ら12人と一緒に入館。　「初

めて利用したのに5万人目になると

は驚きました」と川井市長からのプ

レゼントに喜んでいました。

　　，‘π欄鍔灘掌
　　　獣心資璽

　　　覆、
鵡㍉・隔．，

騨　置『■望蘇
ず　　　　コド
ノ騰、翼讃

スパッシュランドは夏休みに入っ

てからの入場者が鰻上1）。特に9日

から15日までの7日間で1万入を越

すなど、帰省客で賑わいました。
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と
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　白石夏まつりの一環として、「商工フェス

ティバル」が行われるようになって今年で三

年目。毎年、白石地区工場懇話会の二十数社

が協力して、各社工夫を凝らした展示をはじ

め、抽選会やカラオケ大会、チャリティーバ

ザーなどを行い、地元の方々に（そうでない

方々にも〉白石市の企業を少しでも分かって

もらおうと頑張っています。

妻

』

α
燐

ア

麗躍ム

㈱クラリオン精機

　　　白石事業所

佐藤幸子さん
　（26歳・大鷹沢）

　私は今年も当社展示品のガイド役として参

加しました。とは言っても、目の前に展示さ

れた個々の部品が、完成された製品のどの部

分に使われているのか、総務の私にはなかな

か結びつけられません。説明には苦労もしま

したが、お客様に「こういうものを作ってい

るのねえ」と興味を示していただくと、とて

もうれしく思います。

　白石市も企業が増え、活気づいてきました。

商工フェスティバルをはじめ、企業と市民の

皆さんのふれあいの場がもっとあれば、ぜひ参

加したいと思います。

◎◎○●Oo◎○◎◎Ooo●

　灘習太鼓の練習は毎日欠かさず
　　　　　　　半田孝夫さん
　　　　　　　　（白石市郡山）

　白石雷人会郡山萩太鼓は、自分たちの力で盆

踊りをやりたいとの声から発足し、14年問太鼓

・笛・歌、すべて自分たちの力で練習を行い、今

までにも様々なイベントに出演してまい1）まし

た。

　今年は、第4回全国生涯学習フェスティバル

宮城県太鼓まつ1）にも出演する予定で、大萩山

に咲くミヤギノハギの様に、素朴で美しく、し
　たくま
かも逞しい演奏をと日夜練習に励んでいるとこ

ろです。
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か
っ
た
、
や
れ
や
れ
。
二
句
目
、

手
が
、

な
か
っ
た
。
敵
も
さ
る
も
の
、
負
け
て
な
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
嘉
津
子

　
　
　
好
き
な
も
の
を
ど
う
ぞ
と
言
っ
た

　
ま
さ
か
一
番
高
い
の
を
注
文
す
る
と
は
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
の
競
争
相

ま
さ
か
あ
ん
な
に
子
ぼ
ん
の
う
だ
と
は
思
わ

　
　
　
　
呵

四
竈
英
夫
晋

　
　
　
　
一

近
江
孫
太
郎
呵

佐
藤
武
雄
い

　
　
　
　

米
沢
　
礼
子
“
、

大
沼
妙
子
一
（

　
　
　
　
『
一
一

　
　
　
広
一
、

　
　
キ
ヨ
　

　
　
　
　
個

　
　
　
　
碑
遣

　
　
　
　
一
’

　
　
　
　
叫

　
　
　
　
．
『

　
　
　
　
9
『

　
　
　
　
一
弓

　
　
　
　
　

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕

　
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、
封
筒
ま
た
は
パ

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
市
長
公
室
広

報
広
聴
係
（
白
石
市
大
手
町
一
番
一
号
）
へ
。

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
の
併
記
は
不
可
。

L一一＿＿一＝



繍．

熱

｝

為
卸

噛

毒
饗馨嚢

騒
剛
．
講
邊

「
窩
・
，
蕗
懸
．

～
罰
ぎ

耗
浮
蓼
塾
躍
峻
匹

ー
鳳

、

、
叢
熱
鰍
．
轟
薯

犠厭

馨例

も
．
螺
，
剛
騨
　
民
紫
義

楓

ら
、
鉗
子
や
電
気
メ
ス
な
ど
を
遠
隔
操

作
で
動
か
し
、
血
管
や
胆
の
う
管
を
し

ば
っ
て
胆
の
う
を
切
り
離
し
、
さ
ら
に

　
手
術
と
い
う
と
外
科
医
が
メ
ス
で
腹

部
を
大
き
く
切
り
開
く
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
を
思
い
う
か
べ
ま
す
が
、
近
年
開
発

さ
れ
た
新
し
い
手
術
法
に
よ
り
、
開
腹

し
な
い
で
結
石
の
入
っ
た
胆
の
う
を
摘

出
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

（
腹
腔
鏡
下
胆
の
う
摘
出
術
）

　
胆
の
う
は
肝
臓
の
下
面
に
あ
る
ナ
ス

ビ
型
の
袋
状
の
臓
器
で
あ
り
、
肝
臓
で

合
成
さ
れ
た
胆
汁
を
貯
留
す
る
は
た
ら

き
が
あ
り
ま
す
。
食
物
消
化
や
栄
養
吸

収
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
臓
器
で
す
が

胆
汁
中
の
色
素
や
物
質
に
よ
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
色
や
大
小
の
形
の
石
が
た
ま
り

や
す
く
、
最
近
の
食
生
活
の
変
化
で
、

脂
肪
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
過
多
の
欧
米

ス
タ
イ
ル
化
が
す
す
み
、
こ
の
胆
石
症

が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

傷
跡
が
小
さ
く
女
性
に
好
評

こ
れ
ま
で
は
、
腹
部
中
央
か
、
や
や

　　　　　碁・

腹腔鏡（外径10mm）

　　　図1

胆のう　　　メス

図2

胆のう頸部

　　　　　　！へそ切開孔

、魂㍉

図3

右
寄
り
に
約
1
5
㎝
位
の
切
開
創
で
開
腹

し
て
手
術
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
約
2

年
前
か
ら
画
期
的
手
術
法
が
開
発
さ
れ
、

ま
た
た
く
ま
に
全
世
界
に
ひ
ろ
が
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
手
術
は
腹
部
に
計
4
ヶ

所
、
5
～
1
0
㎜
の
孔
を
あ
け
腹
腔
鏡
と

連
動
す
る
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
を
み
な
が

胆
の
う
は
中
に
あ
る
結
石
と
と
も
に
膀

上
部
の
孔
か
ら
摘
出
さ
れ
ま
す
。
　
（
図

1
、
2
、
3
）
麻
酔
は
通
常
の
全
身
麻

酔
で
す
が
、
術
後
の
経
過
は
全
く
天
地

の
相
違
と
い
う
べ
き
で
、
翌
日
か
ら
歩

行
や
経
口
摂
取
が
可
能
で
、
5
日
以
内

に
退
院
で
き
、
小
さ
い
キ
ズ
跡
と
、
早

期
の
退
院
、
職
場
復
帰
、
痙
痛
軽
減
な

ど
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
上
腹

部
術
後
の
強
い
癒
着
、
あ
る
い
は
急
性

炎
症
期
な
ど
に
は
禁
忌
で
あ
り
ま
す
の

で
、
前
例
に
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
、
医
師
と
よ
く
相
談
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

髪緊・

　
鐸
読
『
　
　

羅

　　　
　　婆

　雪

9
月
2
1
日
㈲
～
3
0
日
㈱

■
秋
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
■

1
　、

2
、43

運
動
の
重
点

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
正
し
い
着

用
の
徹
底

違
法
駐
車
の
締
め
出
し

青
少
年
運
転
者
に
よ
る
無
謀

運
転
の
防
止

　
今
年
に
な
っ
て
、
県
内
に
お
け
る
交

通
死
亡
事
故
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、

二
月
に
は
宮
城
県
が
中
心
と
な
っ
て
交

通
死
亡
事
故
仰
止
緊
急
大
会
が
開
か
れ
、

県
内
各
地
で
交
通
安
全
対
策
を
展
開
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
八
月

二
〇
日
現
在
、
県
内
の
交
通
事
故
に
よ

る
死
亡
者
数
は
二
〇
人
に
の
ぼ
り
、
昨

年
同
期
に
比
べ
て
一
〇
人
も
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
白
石
市
に
お
い
て
も
、
年
明
け
早
々

の
二
月
に
交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
、

一
名
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
、
八
月
二
〇

日
現
在
、
件
数
が
八
○
件
、
負
傷
者
数

が
九
一
人
と
、
昨
年
同
期
に
比
べ
て
件

数
で
一
九
件
、
負
傷
者
数
で
一
四
人
の

増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
悲
惨
な
交
通
事
故
を
一
件
で
も
減
ら

す
た
め
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
正
し
い

交
通
ル
ー
ル
と
交
通
マ
ナ
ー
を
習
慣
づ

け
、
常
に
安
全
運
転
を
心
が
け
る
よ
う

こ
し
ま
し
ょ
う
。

O
　
謡

屋

蓼
一
■

暉d「あ

㌫

高
齢
歩
行
者
の

特
性

●
ひ
と
り
よ
が
り

●
疲
れ
る
の
を
嫌
う

●
車
の
ス
ピ
ー
ド
を

　
　
　
と
ら
え
に
く
い

●
夕
方
は
見
え
に
く
い

簑
園

難

　
五
　
塁
灘

σ

ご
う

ぞ
〃
”

一魎

（
∩
￥
》

　
（
／叢

Y〆a

・
鎗
”

マ㌃

国民健康保険被保険者証の更新をお忘れなく！ク

または㊥の表示をしてあるもの）の交付を受けている世

帯の方は、前もってこれら㊥の被保険者証と在学証明書

または、学生証の写し、㊥の被保険者証をお手元に取り

よせておき、当日更新の手続きを受けられるよう準備し

てください。

　更新のとぎに持参するもの1印鑑・現在使用している

被保険者証・乳幼児医療費受給者証（国保）

お問い合わせは、市保健衛生課曾25－2111（内線）605へ。

　国民健康保険に加入している方で、現在使用している

被保険者証の有効期間は、本年9月30日までです。

　9月21日から9月30日までの間に、現在使用している

被保険者証の更新をいたしますので、指定の期日・場所

で更新手続きをしてください（各地区公民館等で更新の

地区は、当日健康センターでの更新手続きはできません）

　修学、その他特別の事由により別個の被保険者証（㊧

日程と会場
　自　治地　区　名

上原・下原・鎌先・山ノ

下・沖・山根・八宮・芹

沢・大網・弥治郎

西区上・西区下・南区・

東区・北区

上戸沢

下戸沢・赤井畑・冷清水

間時実施場所月日

9：30～11：30福岡公民館

13：00～15：30深谷公民館

9月28日

　（月）

9：30～10：00上戸沢集会所

熊大

10：30一一11：30下戸沢公会堂

東・塩倉・中北・新町

猿鼻

赤坂・湯元・明戸

小久保平

本郷1・2・3・4

寿山・緑が丘・鷹巣・旭町

13100－14；00小原公民館

14：20－14：50

15：10－15：40

　9：00～11：30

13：00～15：30

明戸集会所

小久保平集会所

健康センター

健康センター

9月29日

　㈹

手続できなかった人9：00－15：30健康センター
9月30日

　　（水）

　自　治　地　区名

越河全地区

斎川全地区

南町・田町・本町

中町・長町・亘理町・短ヶ町・新町

大平全地区

大鷹沢全地区

西益岡・中益岡・東益岡

清水小路・寿町・柳町

白川1・2・3・4・5区

白川6・7区

小下倉地区

滝上・滝下・尾箆

上郡山・郡山

三住

蔵王

忘不

川原子

時　　　間

　9：30～11：30

13：00－15：00

　9：00～11：30

13：00～15：30

　9：30～11：30

13：00一一15：00

　9：00～11：30

工3；00一一15：30

　9：30～11：30

13：00～14：00

15：00～15：30

　9：00～11二3｛）

13：00－15：30

　9：30～10：30

11：00～11：31）

13：00～13：30

14：00～14：30

実施場所
越河公民館

斎川公民館

健康センター

健康センター

大平公民館

大鷹沢公民館

健康センター

健康センター

白川公民館
犬卒都婆公会堂

小下倉集会所

健康センター

健康センター

三住研修センター

蔵王集会所
不忘研修センター

長峯分校

月日

9月21日

　（月）

9月22日

　　（’殉

9月24日

　　㈹

9月25日

　働

籔
馨
瀬
糠
受
給
者
証
．

　
老
人
保
健
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
健

康
手
帳
、
医
療
受
給
者
証
の
更
新
を
下

記
に
よ
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
対
象
と

な
る
方
は
必
ず
更
新
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

o
対
象
者
　
大
正
十
一
年
一
月
一
日
ま

　
で
に
生
ま
れ
た
方
全
員

　
（
社
会
保
険
、
国
民
健
康
保
険
な
ど

　
加
入
保
健
の
種
別
は
間
い
ま
せ
ん
）

o
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑
　
②
健
康
手
帳
　
③
医
療
受

　
給
者
証
　
④
健
康
保
険
証

o
日
程
と
会
場

　国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
更
新

　
と
同
じ
で
す
。
　
（
上
記
）

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
保
健
衛
生
課

盈
二
五
－
二
一
｝
一
（
内
線
）
六
〇
五

へ
。

■

㎜
㎜
＝

年
に

O
　
－
－
　
”
1
■
　
　
9
■
1

一
度
は
健
康
診
断
を

　
結
核
の
家
族
内
感
染
や
集
団
発
生
は
、

油
断
が
原
因
と
な
っ
て
お
こ
り
ま
す
。

結
核
は
伝
染
病
で
、
患
者
の
咳
や
く
し

ゃ
み
の
し
ぶ
き
と
一
緒
に
結
核
菌
が
飛

び
散
り
、
そ
れ
を
直
接
吸
い
込
む
こ
と

に
よ
っ
て
う
つ
り
ま
す
。

　
住
宅
や
ビ
ル
の
近
代
化
に
伴
う
エ
ア

コ
ン
の
普
及
も
、
一
入
の
患
者
の
吐
き

出
す
結
核
菌
を
機
械
的
に
飛
び
散
ら
せ

る
の
で
、
集
団
的
な
不
幸
を
招
き
や
す

い
の
で
す
。
現
在
、
結
核
患
者
は
宮
城

県
内
で
約
千
六
百
人
、
白
石
市
で
約
百

人
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
方
々
は
、
す
で

に
治
療
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
他
人

に
う
つ
る
危
険
性
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。

　
怖
い
の
は
結
核
に
か
か
っ
て
い
て
も
、

そ
れ
に
気
づ
か
な
い
で
い
る
こ
と
で
す
。

早
期
発
見
が
大
切
で
す
。

◎
年
に
幽
回
は
胸
の
X
線
検
査
を
受
け

　
ま
し
ょ
う
。
　
（
住
民
検
診
、
職
場
検

　
診
な
ど
）

◎
お
か
し
い
時
に
は
す
ぐ
受
診
を
し
ま

　
し
ょ
う
。

　
（
風
邪
と
よ
く
似
た
症
状
が
出
ま
す
。

　
長
び
く
風
邪
に
は
ご
用
心
！
）

　
鋼
U

∫
鴨

　
　
f



乳幼児・重度’捌身障害者および

　　　ひとり親家庭医療費受給者証の更新手続きを忘れずに〃

　　　皆ざんが現在使用している乳幼児・重度心身障害者及びひとり親家庭医療費受給者証の有効

　　期限は、平成4年9月30日までとなっていますので更新の手続きをしてください。

源泉徴収票または、所得証明書（平　　　　　　〈所得制限の基準額〉

成3年分…税務課から交付を受けて　　O乳幼児・ひとり親医療費所得制限蕃準額表

所得額
4，954干円

5，304

5，654

6．004

扶養親族

等の数

　5人
　6

　7

　8

所得額
3，204干円

3，554

3，904

4，254

4．604

扶養親族

等の数

　0八
　1

　2

　3

　4

o重度心身障害者医療費所得制限基準額表

本人の配偶者
または同一世
帯内の扶養義
務者所得

5，688千円

5，937

6，150

6，363

6，576

6．789

障害者が20歳

未満の場合の

保護者の所得

4，019干円

4，349

4，719

5，069

5，419

5．769

障害者か20歳

以上の場合の

本人の所得

2，800干円

3，150

3，500

3，850

4，200

4．550

準備してください。）

養
等
数

族
扶
親
の

0へ

1
2
3
4
5

印鑑

現在使用している受給者証

健康保険者証（乳幼児は社保

重度・ひとり親は社保・国保

　○日程と会場

　場　　　所

越河事務連絡所

斎川事務連絡所

白川事務連絡所

大鷹沢事務連絡所

小原事務連絡所

市役所第二会議室

　　　〃

　時　　　間

9時～11時30分

13時30分～16時

9時～11時30分

13日寺30分～16日寺

9時30分～正午

9　同寺　～　16　日寺

　　　〃

月　　日
9月7日（月）

　　〃
　　〃
　　〃

9月8日㈹
9月9日㈱
9月10日（木1・11日働

地区名
越　　河

斎　　川

白　　川

大鷹沢
小　　原

大平・福岡

白　　石

注）所得の控除については社会保険料控除

　　（一律80，000円控除・重度本人は控除

　　相当額）障害者控除等があ1）ます。ほ

　　かに、老人扶養親族等の加算あり。

　◎不明な点があ1）ましたら市社会福祉事

　　務所福祉係奮25－2111（内線）156へお

　　問い合わせください。

一
〕
　
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
タ
と
は
、
全
身
美

。
容
の
意
味
で
、
十
年
程
前
か
ら
肥
満

。
や
外
見
的
老
化
へ
の
不
安
か
ら
人
気

骨『
一
が
集
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

畳
　
美
顔
、
美
肌
、
脱
毛
の
ほ
か
、
最

。
近
は
ス
ト
レ
ス
解
消
や
日
焼
け
、
工

昏。
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
行
つ
と
こ
ろ
も
多
く
、

「
一
中
年
男
性
層
に
も
広
が
り
、
年
間
市

一
〕
場
規
模
は
、
三
千
億
と
も
五
千
億
と

一
一
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
一
　
し
か
し
、
ど
こ
ま
で
が
エ
ス
テ
な

。一
〕
の
か
統
一
的
な
範
囲
が
な
い
う
え
、

〔
一
誇
大
広
告
や
契
約
、
サ
ー
ビ
ス
内
容

「
阜
良
ー
目
レ
“
『
▼
”
F
き
…
U
＾
ら
、
匹
U
・
㍉
U
i
ロ
ー
且
ー

　
　
一
一
．
　
　
　
＝
癒
…
禦
一
一

　
　
　
　
　
圭
垂
三
添
二
一
一

　
　
　
　
　
　
　
づ

　
　
　
　
　
．
、
　
　
◆
も
う
一
人
あ
な
た
の
職
場
に
障
害
者

労
働
省
で
は
九
月
を
「
障
害
者
雇
用

促
進
月
間
」
と
定
め
、
体
に
障
害
を
も

つ
方
が
職
業
を
も
っ
て
自
立
で
き
る
よ

う
な
環
境
を
作
っ
た
り
、
障
害
者
の
雇

用
問
題
に
つ
い
て
市
民
の
方
々
の
理
解

を
一
層
深
め
て
い
た
だ
こ
う
と
、
関
係

機
関
を
あ
げ
て
障
害
者
雇
用
促
進
運
動

を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
一
人
で
も
多
く
の
障

害
者
が
働
く
喜
び
と
生
き
が
い
の
あ
る

生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
、
市
民
の
皆
さ

レ
の
が
現
状
で
す

　
こ
の
た
め
厚
生
省
が
指
導
し
て
、

全
日
本
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
業
連
絡
協

議
会
、
日
本
エ
ス
テ
ィ
シ
ャ
ン
協
会
、

理
容
、
美
容
の
四
団
体
が
中
心
に
な

っ
て
財
団
を
設
立
し
ま
し
た
。

　
年
内
に
も
全
国
の
エ
ス
テ
サ
ロ
ン

を
対
象
に
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
、
設
備

や
料
金
、
契
約
内
容
に
つ
い
て
、
実

態
調
査
を
実
施
し
、
利
用
者
か
ら
指

摘
さ
れ
た
苦
情
な
ど
を
探
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
医
師
免
許
が
な
い
の
に
医
療
行
為

の
電
気
脱
毛
や
皮
下
注
射
を
し
た
り
、

願
い
し
ま
す
。

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
石
（
白
石
公
共
職

　
業
安
定
所
）

脂
肪
を
減
ら
す
と
い
う
「
も
み
ほ
ぐ

し
」
や
ヘ
ア
セ
ッ
ト
・
化
料
が
、
マ

ッ
サ
ー
ジ
師
法
や
美
容
師
法
に
触
れ
一

る
の
で
な
い
か
等
、
エ
ス
テ
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

の
業
務
範
囲
を
検
討
し
、
「
ニ
キ
ビ
や
・
一

シ
ミ
、
ソ
バ
カ
ス
を
な
く
す
」
な
ど
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

誇
大
広
告
の
改
善
を
す
る
こ
と
に
し
『

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
一

　
法
外
な
高
額
料
金
や
、
解
約
時
の
「
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

多
額
な
違
約
金
の
要
求
な
ど
、
営
業
、
p

契
約
の
統
一
規
約
等
、
二
年
後
を
め

ど
に
自
主
基
準
を
指
定
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
野
放
し
だ
っ
た
エ
ス

テ
業
界
に
、
よ
う
や
く
規
制
の
網
が

か
か
る
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
消
費
生
活
相
談
室

　
白
石
市
に
お
住
ま
い
で
、
住
民
基
本

台
帳
ま
た
は
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録

さ
れ
て
い
る
方
は
、
一
人
一
個
に
限
り

印
鑑
の
登
録
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
年
齢
が
十
五
歳
未
満
の
方

や
禁
治
産
者
は
印
鑑
の
登
録
は
で
き
ま

せ
ん
。★

登
録
の
申
請

　
印
鑑
の
登
録
を
し
よ
う
と
す
る
方
は
、

登
録
す
る
印
鑑
を
持
参
し
、
自
ら
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
申
請
す
る
方

が
病
気
に
な
っ
て
い
た
り
、
や
む
を
得

な
い
事
情
に
よ
っ
て
、
自
ら
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
代
理
人
に

よ
っ
て
申
請
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

★
登
録
申
請
の
確
認

　
印
鑑
の
登
録
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、

そ
の
申
請
が
本
人
で
あ
る
こ
と
、
本
人

　
　
　
　
拷

　
　
鳶
麺
2
ノ

　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
、
．
。

　
　
　
　
　
之
2
鳴
㌧
、
筑
馬
聖
も
も

　
　
　
　
　
、
9
　
　
　
　
　
馬
　
　
噂
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
も
　
　
こ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
悔
　
♪
』
　
　
－

～

こ
れ
か
ら
登
録
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
方
の
た
め
に

の
意
志
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か
を
確

認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
「
本
人
」
の
確
認
の
方
法

　
官
公
署
が
発
行
し
た
写
真
つ
き
の
免

許
証
、
許
可
証
、
身
分
証
明
書
ま
た
は

外
国
人
登
録
証
明
書
を
見
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

※
右
記
の
も
の
が
な
い
方
に
は

　
白
石
市
に
お
い
て
印
鑑
登
録
を
さ
れ

て
い
る
方
が
、
そ
の
申
請
者
が
本
人
で

あ
る
こ
と
を
保
証
し
た
と
き
。
　
（
保
証

人
の
印
鑑
は
登
録
し
て
あ
る
印
鑑
で
）

※
代
理
人
よ
り
の

　
　
　
申
請
が
あ
っ
た
と
き

　
登
録
申
請
者
本
人
に
対
し
て
文
書
で

照
会
し
、
そ
の
回
答
書
を
持
参
し
て
い

た
だ
い
た
と
き
に
、
そ
れ
に
よ
り
確
認

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
回
答
書
は
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
持

参
し
な
い
と
き
、
ま
た
は
申
請
が
適
正

で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
受
理

で
き
ま
せ
ん
。

◎
印
鑑
登
録
証
を
な
く
し
た
と
き
、
ま

た
は
改
印
す
る
と
き
も
、
右
記
と
同
じ

扱
い
に
な
り
ま
す
。

　
不
明
な
点
は
市
民
課
市
民
係
盈
二
五

！
二
一
一
一
（
内
線
）
一
三
一
二
三

四
へ
。

繰
上
げ
支
給
の
老
齢
墓
礎

　
年
金
を
受
け
る
と

　
老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
は

六
十
五
歳
で
す
。
し
か
し
、
資
格
期
間

を
満
た
し
、
任
意
加
入
被
保
険
者
や
、

第
二
号
被
保
険
者
で
な
い
場
合
に
、
本

人
の
希
望
に
よ
り
六
十
歳
か
ら
繰
り
上

げ
て
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
繰
上
げ
支
給
を
請
求
し
た

年
齢
に
よ
り
、
十
一
％
～
四
十
二
％
の

減
額
と
な
り
、
そ
の
率
は
生
涯
変
わ
る

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
老
齢
基
礎
年
金

を
繰
上
げ
て
受
給
し
た
場
合
、
特
別
支

給
の
老
齢
厚
生
年
金
が
支
給
停
止
に
な

っ
た
り
、
一
級
ま
た
は
二
級
の
障
害
に

該
当
す
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
障
害
基

礎
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
繰
上
げ
支
給
の
老
齢
基
礎
年
金
を
請

求
す
る
場
合
は
、
良
く
考
え
悔
や
む
こ

と
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

減
額
分

繰上げ・繰下げ受給の年金額と支給割合

60

　
歳

61

　
歳

62

　
歳

63

　
歳

磁
　
歳

4
2
0
、
7
0
0
円

4
7
1
、
4
0
0
円

5
2
2
、
2
0
0
円

5
8
0
、
2
0
0
円

6
4
5
、
5
0
0
円

58％65％

65

　
歳

66
　歳

8
1
2
、
3
0
0
円

100％89％80％72％

67

　
歳

68

　
歳

69

　
歳

70

　
歳

9
1
3
、
9
0
0
円

1
、
0
3
7
、
2
0
0
円

1
、
1
8
9
、
5
2
0
円

1
、
3
6
3
、
6
0
0
円

　　　　　112％

143％

　　※平成4年度　満額725，300円を受給する場合
164％

188％

増
額
分

一
＝

　
み
ん
な
で
下
水
道
を
利
用
し

き
れ
い
な
住
み
よ
い
ま
ち
を

　
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

○
白
石
市
で
は
水
洗
便
所
改
造
資
金
融
資

あ
・
せ
ん
を
実
施
し
て
い
ま
有
詳
し
隔
’

く
は
市
下
水
道
課
総
務
係
豊
二
五
－
二

　
一
一
一
（
内
線
）
二
七
一
へ
。

〇
九
月
は
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
の

第
二
期
分
の
納
期
限
で
す
。
忘
れ
す
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

下水道普及率の諸外国との比較

1　95％　91・。

日
　
本

イ
タ
リ
ア

フ
ラ
ン
ス

西
ト
イ
ツ

カ
ナ
タ

7
ギ
リ
ス

ア
メ
リ
カ

o
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休館日●9月9日（第2水曜日のため）

　　●9月11～14日県内高校水泳新人大会
　　●9月24日（第4水曜日が秋分の日のため）

・受講料無料（施設利用料金は各♂／

自負担）

o送迎バスで無料送迎します。

○講師野間忠則インストラタター

O持参するもの

運動着（レオタードのある方はご

持参ください。）

O申し込み　9月15日までスパ・ソシ

ュランドヘお申し込みください。

市民会員先着1，000名様へのプレ

ゼントの引換券をまだお持ちの方は、

お早めに引換えてください。

●

Q：プールを利用するときの注意は？

A：

①必ず水泳帽と水着を着用してくだ

さい。水泳帽をお持ちでない方は、

売店に550円と1，200円（税別）

の2種類があ1）ますのでお求めく

ださい。

②化粧、整髪料などはよく洗い落と

してからご利用ください。更衣室

に洗顔クリーム、化粧水などが置

いてありますのでご利用ください。

③プール内に時計、ネックレス、イ

ヤリング、ガラス製品等の持ち込

　　　　　　　　■
みはできません。また、シュノー

ケル、足びれ、ゴムボート、ビー

チボール等の持ち込みもできませ

ん。子どもプールでの浮輪はお使

いいただけますが、混雑している

ときはご遠慮ください。

④プールサイドでの私服着用はご遠

慮いただいております。水着また

は貸出用ラウンジウェアをご利用

ください。ラウンジウェアとバス

タオルはセットで310円でお貸し
しておi）ます。

Q：子供だけでプールを利用させる

ことはでぎるのでしょうか。

A：小学4年生以下のお子さんだけ

の入館はご遠慮いただいておりま

す。

’一　冨 特別講座受講生募集

◆女子労働者のための生活講座生募集

日　　時

9月18日

働

9月24日
（村

9月25日

働

9月28日
（月）

9月29日
（幻

10月1日
（荊

18：30～

20：30

18：30～

20：30

18：30～

20：30

18130－

20：30

18：30～

20：30

18：30～

20：30

テ マ

ストレス解消法とエアロビックダンス

　　　　　　（実技）

ワープロ初級コース（Aコース）

ワープロ初級コース（Bコース）

おもいっきり手抜き料理一簡単でも体によい料理一

忙しい日や台所に立っのがおっくうなときの料理

講　師　名
日本エアロビクスフィットネス

協会インストラクター

八巻奈美子先生

仙南地域

グリーントピア

白石市農林課

料理研究家

　畠　つね先生

○受講料　無料（材料代各自負担〉

o対象市内在住又は、在勤の働

　　　く女性
○定員30名
　　（定員になり次第締め切i））

※ワープロは台数に限1）があります

ので、2回コースになります。

9月の休館日

7。13・15。21・23・27日

◆着付けサークル生募集

O日　時　第1、第3金曜日

　　午前10時～12時
○場所働く婦人の家
○講　師　佐藤　ユリ子先生

O会　費　月L500円位

　　　（材料代は各自負担〉

■　　　●

◆子どもまつり『夏の陣』

　　　盛大に終了〃

去る8月1日（土）、白石夏まつ

1）の一環として実施した子どもまつ

り「夏の陣」は、大勢のチビッコが

各種コーナーに長い列をつくり、盛

況のうちに終了しました。

各種おもちゃのこ寄付を！7

中央公民館では、各学級・講座で

一部託児を実施しております。

その際におもちゃを使用したいと

考えていますので、ご寄付いただけ

る方は、中央公民館へご連絡願いま

す。

　昏26－2453　。24－5377

＾『

』
ソ

　本みりん
焼酎またはアルコールに麹と

むしたもち米を滉ぜて醗酵させ
て造られた甘い酒です。

日本料理の甘味付けに用いら

れ、そばつゆ、蒲焼などのたれ

など、汁の味を重視する料理に
欠かせません。

醗酵による複雑なうま味が料

理にこくを与えて味をよくし、

アルコール分はたん白質を固め、

煮くずれを防ぐ作用があります。

また、濃厚な糖液で適度のこげ

色と香りが出、料理につやと照
りを出します．

　
　
　
五
目
冷
し
う
ー
め
ん

〔
材
料
〕
四
人
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
作
り
方
）

う
ー
め
ん
㎜
亀
豚
肩
肉
ロ
ー
ス
㎜
9
　
　
①
A
の
調
味
料
を
煮
た
て
、
一
セ
ン
チ

さ
や
い
ん
げ
ん
即
9
、
な
す
中
2
個
、
　
　
　
に
千
切
り
に
し
た
豚
肩
肉
ロ
ー
ス
を

ト
マ
ト
中
2
個
、
レ
タ
ス
7
枚
、
け
ず
　
　
　
入
れ
、
汁
が
な
く
な
る
ま
で
煮
る
。

り
節
少
々
、
揚
げ
油
、
し
ょ
う
が
汁
大
　
　
②
な
す
は
網
わ
た
し
で
焼
き
、
水
に
と

さ
じ
ー
、
し
ょ
う
ゆ
少
々
、
ご
ま
油
少
　
　
　
り
皮
を
む
い
て
千
切
り
に
す
る
。
千

々
、
調
味
料
A
（
し
ょ
う
ゆ
大
さ
じ
2
、
　
　
切
り
に
し
た
な
す
に
し
ょ
う
が
汁
と

み
り
ん
大
さ
じ
ー
、
砂
糖
小
さ
じ
2
）
　
　
　
し
ょ
う
ゆ
を
少
々
ふ
り
か
け
て
お
く
。

か
け
づ
ゆ
（
出
し
汁
㎜
㏄
、
し
ょ
う
ゆ
　
　
0
ト
マ
ト
は
湯
む
き
に
し
、
一
個
を
八

10

㏄
、
み
り
ん
5
㏄
）
　
　
　
　
　
　
　
　
等
分
の
く
し
形
に
す
る
。

㊤
㊤
⑪
●
0
⑦
0

具
が
い
っ
ぱ
い
入
っ
て
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
麺
料
理
で
す
。
ご
ま

油
の
香
り
が
食
欲
を
そ
そ
り
ま
す
。

④
さ
や
い
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白石市食生活改善推進員

岩崎光子さん（白石）

消費生活モニター調査結果表調査年月日平成、年、月、日

　　　　　　　　　　今　月些円）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上ヒ　　　　車交　（々o）　　　　　　　　　　　　　　平均価格（円）　　　　　規規　　　格品　　目目
　　　　　　　　　　　　　　　　　　前月　　　　　　　　　　　　　　　前目　　　　　　　　　　最高価格　　　　　　　　　　　　　　　　　前年同月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前年同月　　　　　　　　　　　　最低価格ρ月
　　　　並食1袋6～8枚切1、食　パ　ン　　　　　　　　　　　　　　153　　　　　　　　　　　160　　　　　　　　　　　　150　　　　　　　　　　　　　　　　151　　　　　　　　　　　　　　　　　158　　　　　　　　　　　　　　　　　　　101，3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　96，8
2．小　麦　粉　　　　薄力粉1kg　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IO8．2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　103．9　　　　　　　　　　　　　　　　206　　　　　　　　　　　250　　　　　　　　　　　　146　　　　　　　　　　　　　　　　　196　　　　　　　　　　　　　　212
3．即席中華めん　　　　袋入り1009　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　96．3　　　　　　　　　　　　　　　　　　80　　　　　　　　　　　　　　　　　　　92．8　　　　　　　　　　　85　　　　　　　　　　　　　　77　　　　　　　　　　　　　　　　83　　　　　　　　　　　　　52
4．砂　　　糖　　　　上白糖1kg　　　　　　　　　　　　　　　　　247　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100，0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　95，5　　　　　　　　　　　　193　　　　　　　　　　　　　　　　236　　　　　　　　　　　252　　　　　　　　　　　　　　236
5．しょ　うゆ　　　　上級濃口1尼ポリ容器入り　　　　　　　　　　　　　　293　　　　　　　　　　　　　　　　　290　　　　　　　　　　　　　　　　　　　105，4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　101．0　　　　　　　　　　　300　　　　　　　　　　　　255　　　　　　　　　　　　　　　　278
　　　　ポリ容器入り70096．サラダ油　　　　　　　　　　　　　　　　　383　　　　　　　　　　　380　　　　　　　　　　　　　　347　　　　　　　　　　　　　　　　347　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100．0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　90．6　　　　　　　　　　　　260
　　　　カルトン入リソフト2259　　　　　　　　　　　　　　　　　197　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100．0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　98，5　　　　　　　　　　　　180　　　　　　　　　　　　　　194　　　　　　　　　　　　　　　　1947，マーガリン　　　　　　　　　　　203
8，牛　　　乳　　　　紙容器入り1，000cc　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　102，2　　　　　　　　　　　　　　　　　225　　　　　　　　　　　　108　　　　　　　　　　　　　　230　　　　　　　　　　　　　　　　215　　　　　　　　　　　　　　　　　　　107，0　　　　　　　　　　　280
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100．3　　　　カルトン入り2259　　　　　　　　　　　　　　365　　　　　　　　　　　　　　　　　364　　　　　　　　　　　　　　　　　　　115．5　　　　　　　　　　　　　　　　3169．バ　タ　　　　　　　　　　　390　　　　　　　　　　　　317
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100．8　　　　400枚（200組）紙箱入り10．テf／シュペーハー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　101．6　　　　　　　　　　　　　　128　　　　　　　　　　　　　　　　126　　　　　　　　　　　　　　　　　127　　　　　　　　　　　150　　　　　　　　　　　　　87
　　　　幅30cm、長さ20ml1，ラ　　　 ブ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　88，0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　85．l　　　　　　　　　　　　　　l83　　　　　　　　　　　　　　　　　208　　　　　　　　　　　　　　　　215　　　　　　　　　　　　203　　　　　　　　　　　255
　　　　幅25cm、長さ8m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　132．8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　132．8　　　　　　　　　　　　　　　　119　　　　　　　　　　　　　　　　　11912，ア’レミホイル　　　　　　　　　　　165　　　　　　　　　　　　150　　　　　　　　　　　　　　158
13．洗濯用含成洗剤　　　　綿化、繊用無リン紙箱入1）
　　　　～農縮一ノ」、型　1．5k　7、｝）　　　　　　　　　　　　　　　　709　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　106．8　　　　　　　　　　　　　　785　　　　　　　　　　　　　　　　　735　　　　　　　　　　　　　　　　　　　110．7　　　　　　　　　　　850　　　　　　　　　　　　667
　　　　小学生調髪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　113．714．理　髪　料　　　　　　　　　　　　1，500　　　　　　　　　　　　　　1，839　　　　　　　　　　　　　　　1、820　　　　　　　　　　　　　　　　　1，617　　　　　　　　　　　　　　　　　　　101．0　　　　　　　　　　2，000
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　99．5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　99，1　　　　コールドショート15．ノーマネント料　　　　　　　　　　　　　　6，685　　　　　　　　　　　　　　　6，140　　　　　　　　　　　　　　　　　6，117　　　　　　　　　　7，725　　　　　　　　　　　　5，500
　　　　長辛由ワイシマツ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　106．2　　　　　　　　　　　　　　　　188　　　　　　　　　　　　　　　　　178　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100。5　　　　　　　　　　　　　　18916．　クリー二ニンン　　　　　　　　　　　　170　　　　　　　　　　　200
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　103．8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100．0　　　　外食並1皿　　　　　　　　　　　　　　　　490　　　　　　　　　　　　370　　　　　　　　　　　　　　49017．カレーラでフ　　　　　　　　　　　　　　　　　472　　　　　　　　　　　600
　　　　18尼店頭価格　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9ら．0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100，6　　　　　　　　　　　　　　　　　891．00　　　　　　　　　　　900　　　　　　　　　　　　　　　855．28　　　　　　　　　　　　815　　　　　　　　　　　　　860，0818，灯　　　油
　　　　1鯉配達料込価格　　　　　　　　　　　　　　　　　941．50　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　95，9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　99．7　　　　　　　　　　　　　900．52　　　　　　　　　　　　　　　903，15　　　　　　　　　　947．60　　　　　　　　　　　　815
　　　　1遭現金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　96，8　　　　　　　　　　　　　　　　　126　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100．O　　　　　　　　　　　　l18
19，レキュラーヵヅリー

　　　　　　　　　　　　　　　　122　　　　　　　　　　　　　　122　　　　　　　　　　125．66
　　　　1迎現金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lo4．92り．軽　　　　汕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100．0　　　　　　　　　　　　　　　　　　71　　　　　　　　　　　　　68　　　　　　　　　　　　　　　　74　　　　　　　　　　　79　　　　　　　　　　　　　　74

食パン、小麦粉、しょうゆ、

牛乳、バター、ティッシュ

ペーパー、アルミホイル、

理髪料

（下降品目）

即席中華めん、ラップ、パ

マネント料、灯油配達込

み

（横ばい品目）

砂糖、サラダ油、マーガリ

ン、クリーニング、カレー

ライス、灯油、ガソリン、

軽油

全体として対月比0，002％

下落し、物価は安定してい

ます。



第3回仙南圏域綱引き大会
　　　　　　　　参加者募集

O日時11月15日（日）

o会場角田市総合体育館
o主催仙南地域広域行政事務組合

o種　目　一般男子、一般女子の部

O競技競技は8名で行う。
O競技形式　予選…リーグ戦方式、

決勝…トーナメント方式による。

0競技規則　日本綱引連盟公認規則

oチーム編成

・人数…12名以内（監督1、マネー

ジャー1、選手8、交代要員2）

・体重…一般男子は選手の合計が600

kg以内、一般女子は480kg以内

O参加資格　仙南圏域2市7町に居

住または勤務・在学する者によっ

て編成されたチーム

o参加料無料

O申し込み方法・問い合わせ先

所定の用紙にチーム名、代表者名、

連絡先、メンバー氏名、年齢、職業、

体重を明記し、9月30日（水）まで

に各市町村の教育委員会または、仙

南地域広域行政事務組合総務課にお

申し込みください。

仙南地域広域行政事務組合総務課

盈0224－52－2628

仙南圏域綱引き大会はふるさと市町

村圏基金活用事業です。

紅葉の蔵王にチャレンジ／

　親子蔵王登山

O日　時　9月27日（日）

午前6時30分、白石市役所集合

O対象者・定員

小学5・6年生の親子23組

※定員になり次第締め切ります。

oコース　市役所亙L刈田岳～かも

しか温泉～賓の磧バス市役所

O参加費　親子で2，000円

　　　（保険料、バス代等）

O参加申し込み方法

　9月18日まで参加費を添えて市教

育委員会文化スポーツ振興課岱25－

2111（内線）412に、申し込みください。

「走る県政教室』

　　　参加者募集
宮城県庁舎、文化の薫る宮城県美

術館を訪ね、身近な県政に触れてみ

ませんか。

O日時10月29日（木）午前9時

oテーマ　庁舎見学

oコース　大河原合庁～県庁舎～県

　　　美術館～大河原合庁
O対象　仙南地域にお住まいの21）

歳以上の方（個人または5人以内

のグループ）

O募集人数　50人（応募者多数のと

きは抽選します〉

o参加費用　無料（昼食等は各自持

参）

o申し込み方法

往復はがきの往信裏面に住所・氏

名・年齢・電話番号・テーマ、返信

表面に申込者（グループの場合は代

表者）のあて先を記入し、

〒989－12柴田郡大河原町字南129－1

宮城県大河原地方県事務所へ。

O締切り　9月18日（当日消印有効）

詳しくは、同事務所総務室費53－

3111〔内線）235へ。

身体障害者ワープロ

　　操作訓練講習会

0日時9月19日（土）～20日（日）

　　　午前10時30分～午後4時

※一日のみの参加も可

o場所柴田町ふるさと文化伝承館

O対象身体障害者の方

o費用無料
○申し込み締切り　9月13日

o申し込み・問い合わせ先

（財）宮城県肢体不自由児協会智022

－293－2902または市社会福祉事務

所福祉係盈25－2111（内線）156まで

国際交流活動研修会

県内在住の外国人とともに、地域

の文化を生かした国際交流活動を行

います。

O日時11月2日（月）～3日（火）

○会　場　蔵王町立円田中学校、ホ

テルサンルート蔵王ほか

o内　容　ケン・ジョゼフ氏による

基調講演「ふるさとの友人たちへ」

外国人との交流活動、交流パーテ

イーほか

o経費無料
O申し込み　10月15日まで県仙台青

年の家費022－256－3949へ。

社会福祉協議会レクリ

エーション教室一第二期一

紅葉親子八イキング参加者募集

o期日
第1回　10月17日（土）～18日（日）

第2回　10月24日（土）～25日（日）

O会場宮城県蔵王少年自然の家

o内　容ハイキング、キャンドル

　　　フアイヤー等

○対象県内の小・中学生とその

　　　親
○募集人員　各回とも210名

O参加費　2，200円

○申し込み方法　官製はがき、また

は電話、ファックスで住所、氏名、

性別、学校名、学年、続柄、電話番

号、希望期日、利用交通機関の別を

記入し、〒989－09蔵王町遠刈田温

泉字上の原155－1盈34－2101、FAX

34－2102へ。

O締切り　10月18日（火）

0日　時　10月16日～11月20日毎週

金曜日（計6回）午後7時～8時

30分

o場所白石市勤労青少年ホーム

　　　白石勤労者体育センター

O対象者　高校生以上50名（定員に

なり次第締め切ります）

o参加費　無料（ただし、保険料、

資料代として1，000円）

o内容
講義2回、実技4回（福祉レクも

少し取臣）入れます）

※日本レクリエーション協会指導者

2級検定の単位として認められます。

O締切り日　9月30日

o申し込み・問い合わせ先

白石市社会福祉協議会（白石市役

所内）費25－2111（内線）151。

※資料代等は、申し込みと同時に納

めてください。

第3回「影を慕いて』歌謡

コンクール出場者募集

〔予選会）

o応募方法
課題曲「影を慕いて」一節、三節

のみカラオケでカセットに吹き込み

の上、事務局に送付のこと。

（住所、氏名、性別、年齢、職業、

連絡先の電話番号を添付）

○応募期限　9月19日（土）必着

0審査選考　入選者30名を決定

（本選会）

O日　時　10月25日（日）午後1時

o場　所　川崎町山村開発センター

○表彰
　・最優秀賞1名　・優秀賞1名

　・奨励賞　1名　・努力賞2名

詳しくは、古賀政男顕彰実行委員

会事務局（川崎町企画観光課）智02

24－84－2111へ。

BOOKS・いん；航おδ～“しょん

★今月の書棚（子ども図書館）

〈全10巻〉岩崎書店

孫『麺描P重娼7・』『’薦

　闘魯　　　　　　学
　　　　　『
腱鑛堅
　　　　認瞳甦1

●話題の豪華寝台特急「北斗星」の

車内をルポ風に紹介するなど、最

新撮影の写真を使って、日本全国

の鉄道のすべてを紹介。

●内部のメカニッタの説明やイラス

トによって寝台車などの断面を紹

介するなど興味深い内容です。

★手づくり絵本の作品展示会

　及び作品の募集につし、て

O期　日　9月25日（金）～27日（日）

O場　所　白石市図書館1階ホール

o届出期限　作品は9月10日（木）ま

で図書館に届けてください。

図書館利用案内
o開館時間

月～土曜日　9時～16時55分

日日崔日　　　　　10日寺～16時

o休館日

9月15日（祝）、9月23日（祝）、

9月30日（水）月末整理日

O特別休館日のお知らせ

10月1日（木）～10月10日（土）まで、

ばく書期間（本の虫干し）のため

お休みします。

一一一一一新着図書案内（抄）一一一
　1．「ザ・リーク」新聞報道のウラオモテ

　　　　　　　　西山武典著
　2．家相のバイブル・現代版

　　気になる家相を建築家がズバリ解明！

　　　　　　　　小林　祥晃著
　3．人生の落し穴・第三の心が人生を決め

　　る　　　　　　　　　　小笠原誓志著

　4．歴史に咲いた女たち・平安の花

　　　　　　　　石丸昌子著
　5．戦国の参謀たち「信長・秀吉・家康を

　　支えた「副」の生き方」　小和田哲男著

　6．ステップアップ・ビジネス　電話のか

　　け方と受け方　　　　　経営書院編著

　7，現代のキーワード“情報経済“とは何

　　か・モノ経済からヒト経済へ

　　　　　　　　前野和久著
　8，花とおじさん・現代美人女子学生論

　　　　　　　　三浦太郎著
　9．新版・日本政治の視角

　　　　　　　福井英雄・他著
　10，自然界における左と右

　　　　マーティン・ガードナー著

1　11．お料理さんこんにちは　小林カツ代著

　　　　　　　　　　　’　12．ヘルシーサラダ入門　　主婦と生活社

　13．自然流家庭菜園のつく1）方

　　　　　　　　徳野雅仁著
　14．かな書道入門・改定版　村上　翠亭著

　15．酒・タバコ・女そして歌船村　　徹著

　16．日光猿軍団・モンキー校長のやるっき

　　やないべ！　　　　　間中　敏雄著
　17．お母さんと折るおりがみ・ママの言う

　　　二と、わかるかな　　　阿部　　恒著

　18．捨てられない日　　　　黒井　千次著

l　　　　　　　　　　　　 　　
一＿

＿
．

19．姑は少し先を歩く女（ひと）人生80年

　時代の女の生き方　　　小室　リツ著

20．海の挽歌　　　　　　　阿刀田　高著

21．いっぱしの女　　　　　氷室冴子著

22．仙山線殺人事件　　　　津村秀介著

23．夏の終1）に　　　　　　阿久　　悠著

24．恋文　　　　 松木　麗著

25．ある再会　　　　　　　八柳鐵郎著

26．人生いつでも出発のとき

　　　　　　　田中澄江著
27．慶長水激伝・疾風大阪城

　　　　　　　谷　恒生著
28．彼岸先生　　　　　　　島田　雅彦著

29．よかった、会えて　　　田辺聖子著

30．ハワーズ・エンド

　　　　E・M・フォースター著

子どもの本
31，天才えりちゃんが消えた

　　　　　　竹下龍之介作・絵
32，おばけがっこう　　　　木村　裕一作

　　　　　　　田中四郎絵
33．星座と星をみつけよう　あなたの誕生

　星座は？　　　　　　　藤井　　旭著

34．恋のがんばり光線ピピピ

　　　　　　　矢吹　純子作
　　　　　　　如月七生絵
35．事件屋ミノルがやってきた

　　　　　　　井口直子作
　　　　　　　田代干津子絵

グ 籠目麗明



　　　　　　　シロイシイベント
　　　　9月ダィアリ＿★★

画
◆アニメ映画

　「ぞう列車がやってきた」上映

　　　　　　　　　　　・P23

匝
◆第6回みやぎ蔵王高原マラソン大会

国立南蔵王青少年野営場……　P22
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証

慕
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※すべてのイベントではあ1）ません。
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　後世の伐採を一切禁止した「禁伐

木碑」がたたずむ弁天沼（大鷹沢大

町）。先人の願いを未来まで受け継

ごうと、市が平成3年度に「せせら

ぎの里整備事業」として遊歩道やベ

ンチなどを整え、若林公園として蘇

1）ました。

　8月8日、この事業の完成を祝っ

て、地元の自治会連合会が「若林公

園まつ1）」を開催。まつりは宮城県

不忘園を会場に、神楽などが披露さ

れ、納涼盆踊り大会では不忘園生ら

も踊1）の輪に入って楽しみました。

嬬2回宮城県身障福祉協会

白石市支会おたのしみ運動会

　競技種目は玉入れ、借り物競争な

とゲームを主としたものです。ふる

ってご参加ください。

○期　目　9月20日（日）

　午前9時30分から午後3時頃まで

o場所白石市中央公民館大ホール

o対　象　身体障害者の方（家族、

　　　　近所の方も大歓迎です）

○参加費無料

O申し込締切　9月14日

○申込み・問い合わせ先

　身障福祉協会白石市支会岡崎盈25

－9665または市社会福祉事務所福祉

係骨25－2111（内線）156古山まで

7一ヂ　＿メ映画「ぞう列車が

やってきた』白石上映

O日時9月12日（土）

　　　　1回目　10時30分～

　　　　2回目　14時30分～

　　　　3回目　18時30分～

O場所中央公民館大ホール

o料金前売大人・子供共通
　700円（当日900円〉

警讐別障害者手当・障害児

福祉手当について

　この手当は、政令で定める程度の

著しく重度の障害の状態にあるため、

日常生活において常時特別の介護を

必要とする方に支給するものです。

o手続きについて

　この手当を受けるためには、特

　別障害者手当、障害児福祉手当認

　定請求書に必要な書類（診断書、

　所得証明書等）を添えて、市杜会

　福祉事務所に提出してください。

　請求に必要な書類は、市社会福

　祉事務所に備えてあi）ます。

o手当の額（平成4年4月現在）

　特別障害者手当　月額24，230円

　障害児福祉手当　月額13，180円

　詳しくは、市社会福祉事務所福祉

係智25－2111（内線）156へお問い合

わせください。

Aトマー（人工肛門・人工

膀胱）造設者の集い

　ストマー（人工肛門・人工膀胱）

を造設した方や、その家族の集まり

です。気軽にお出かけください。

O日時9月19日（土）9時30分～

o場所大河原中央公民館
○内容
・医師等による医療、器具、装具類

の相談

・身障者手帳交付手続き等福祉全般

・経験交流や体験発表など

・話し合いの場

・製品の展示

o問い合わせ先

（社）日本オストミー協会宮城県支

音B盈022－256－0486

　⊃歎ち・1
　　寧．＿ンーイ

　　　　　銑攣艶
婁夢〆塁誰

　　　　ノる鰐・欝誰

蒙屋調査に翻力を

一税務課より一

○家屋の新築、増改築をされた方

　現在、来年度から新しく固定資産

税の対象となる家屋の調査をしてい

ます。調査の対象となる家屋は、平

成4年1月2日から平成5年1月1
日までに新築・増改築が完了する家

屋です。

　調査の連絡がありましたら、ご協

力をお願いします。

　○家屋の取り壊しをされた方へ

　お済みですか？「家屋取壊届』

　平成4年1月2日以降に家屋の全

部又は一部を取1）壊しをした方（予

定の方も〉は、来年度から税額が変

わ1）ますので「家屋取壊届」を提出

してください。

　届出用紙は税務課の窓口にありま

すので、ご来庁ください。

o問い合わせ先

　市税務課固定資産税係

費25－2111（内線）！46～148へ。

第6回みやぎ蔵王高原マラソン大会にご声援ください！
　第6回みやぎ蔵王高原マラソン大会が9月15

日（祝）に開催されます。スタート及びゴール

は、国立南蔵王青少年野営場になります。

　高低差の大きい厳しいコース（3km、5km、

10km、20km、ヘルスパイオニアコース約5km〉

に豪脚、健脚が競われます。

　みなさんの温かいご声援をお待ちしています。

　なお、当日は10時から12時まで交通が規制さ

れますので、ご協力ください。

o主　催　白石市、白石市体育協会、白石市観

　光協会、白石商工会議所、白石市農業協同組合

o主管みやぎ蔵王高原マラソン大会実行

　　　　委員会・白石市陸上競技協会

　詳しくは、大会事務局（教育委員会内）費25－

2111（内線）412・413へお問い合わせください。

蔵王高原マラソンコース・交通規制図

　　国スタート・ゴール　　　至遠刈田温泉

　　　　㊤
　　　　蔵王分校　　至弥治郎・鎌先

　　　20㎞折返し点

　公⑫

　　　　　　　　留一

　　　　　　　川原子ダム

　　　9月15日㈱
　　　10時～12時
匡＝コ交通規制区間

商業統計調査（＿般

飲食店）が実施されます

就業構造墓本調査が

実施されます

　通産省では10月1日現在で商業統

計調査（一般飲食店）、商業実態基

本調査を実施します。商業調査は飲

食店の実態を明らかにするものです。

　又、商業実態調査は一般商店から

抽出によ1）実施されます。この調査

は商業の経営実態を明らかにするも

のです。これらの調査は、各種施策

の基礎資料や個々の企業の経営指針

の資料としてご利用いただけます，

　この調査は知事によ1）任命された

調査員が調査にお伺いいたします。

　提出された調査票は統計法により

厳密に秘密が守られますので正確な

調査にご協力をお願いします。

　お問い合わせは市役所企画財政課

統計係盈25－2111（内線）362まで

不動産無料相談

について

　総務庁統計局では10月1日現在で

就業構造基本調査を実施します。こ

の調査は、国民の皆さんの就業、不

就業などの実態を把握して、雇用対

策などの行政の基礎資料となる統計

を作るために全国規模で行われるも

のです。白石市では約150世帯が選

ばれます。選ばれた世帯には、知事

から任命された調査員が9月下旬か

らお伺いしますので、ご協力をお願

いします。なお、この調査は、統計

法に基づいて行われるもので、個人

や世帯の秘密は完全に守られますの

で、ありのままをお答えくださるよ

うお願いします。

　お問い合わせは市役所企画財政課

統計係奮25－2111（内線〉362まで

の事前協議等が必要です。

　なお、市内の遺跡地図、台帳等は

市教育委員会に備えつけてあ1）ます

ので、開発計画を立案する前にご参

照くださるようお願いいたします。

　詳しくは市教育委貝会文化スポー

ツ振興課文化振興係費25－2111（内

線）412・4！3までお問い合わせくだ

さい。

○日　時　平成4年9月23日（水）

Q場　所　白石市中央公民館図書室

O相談員

不動産関係一宅建取引主任資格者

建物関係一二級建築士

測量関係一土地家屋調査士、測量士

○主催宮城県宅建協会仙南支部

毒欝

櫃祉サービスカーの
利用について

、らのお知らせ

　現在、市内には430余か所の埋蔵

文化財包蔵地（遺跡）が確認されて

おります。

　もし、遺跡内または隣接地におい

て、開発行為（現状変更等、住宅建

築も含む）を計画、実施する際は、

文化財保護法により市教育委員会と

　宮城県不忘園では体が不自由でタ

クシー等の乗車が困難な方のために、

福祉サービスカーを用意しました。

○対象者　身体障害者及び老人で、

　タクシー等の利用が困難な白石市

　在住の方

○利用目的　通院・買い物・旅行等

Q利用日時　土曜・日曜・祝日を除

　く午前8時3Q分～午後4時まで

o利用料金

　白石市内　一律300円

　白石市外　1km当たり40円（ただ

　し、片道のみ料金とする）

o申し込み・問い合わせ先

　利用日の一週間前までに電話等で

宮城県不忘園まで予約してください。

〒989－02白石市大鷹沢大町字若林

131　2盤25－3518
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補聴器巡回

サービス

白石市役所4階

第4会議室
白石市役所3階

第3会議室
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9『10：00～15：00
電話相談、手話での相談にも応じま
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相　　談

障害者
相　　談

9：00～17：00
　毎週
月・火・木・金

年
談

少青
相
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　　外科刈」田病院台25－2145

　歯科　白石中央歯科医院　費24－5554

9月23日

　内科　水野クリニ聖ワク　台25－2736

　　外科銭谷医院豊25－2U10

　歯科吉村歯科医院費26－2118

9月27日

　内科柿崎医院費25－2210

　外科宮城医院a25－2062
　歯科岩田歯科医院費25－2191

10月4日

　内科亘理医院費25－8501
　ケト科刈田病院盈25－2145

　歯科　小野歯科医院瞥25－8007

渉休日当番薬局は健康カレンダーで。

9月6日

　内科広瀬医院含25－1）238

　外科｛IJ田病院奮25－2145

　歯科村上囲科医院費33－4125

9月13日

　内科　三浦7リニ・ク　325－6854

　外科測田病1完a25－2145
　醐1谷津歯科医院費96－3254

9月裕目

　内科海上医院費25－151）1
　外科　僑本整形外科医院　曾25－1616

　歯科亘理歯科医院質26－2563

9月20日

　内科側田病院暦25－2145
　喝i都合により変更になる場合もあります。
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手ピッ，美術館

鯵　　　　　　　　ロ　膿1耕事曙古山雄太くん
　rしやぼん玉にのって」　（大鷹小1年）

　「ししまいかきたよ」　　　　（白二小1年）

●

　　　　　　　　　　　　　　　を行いました。朝6時前に行列

　　　　　　　　　　　　　　　ができるほどの人気に、「今年

　　　　　　　　　　　　　　　は特別うまいよ」の掛け声にも

　　　　　　　　　　　　　　　力が入っていました。

●

市内の交通事故（7／16誤螺言＋

　事故発生件数　　　42件（387件）

　死亡者数　　　口件（　1人）

　負傷者数　　　7件（94人）

　物損件数　 36件（302件）

一平成4年交通安全スローガンー
はしらない

　　ぽくもきゅうには　とまれ．ない

｝墜臓

耀該


